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お
わ
り
に

一
　
は
じ
め
に

１
⑴　

近
年
、
検
察
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
、
検
察
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
の
在
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
東
京
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二

高
等
検
察
庁
検
事
長
（
当
時
）
の
定
年
延
長
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
後
に
検
察
官
の
定
年
の
引
き
上
げ
を
内
容
と
す
る
検
察
庁
法
改

正
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
社
会
的
な
批
判
が
高
ま
り
、
か
つ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（CO

V
ID

-19

）
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
る
な
か
、
当
の
東
京
高
検
検
事
長
が
報
道
関
係
者
と
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
法
務
・
検
察
行
政
に
対
す
る
信
頼
が
損
な
わ
れ
た
こ
と
か
ら（

（
（

、「
検
察
官
の
倫
理
（
検
察
官
の
倫
理
）」
の
在
り
方
が

検
討
さ
れ（

（
（

、
そ
の
な
か
で
検
察
と
メ
デ
ィ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
〇
二
〇
年
七

月
に
発
足
し
た
『
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
』
で
の
議
論
で
は
、「
メ
デ
ィ
ア
が
公
式
な
記
者
発
表
以
外
か
ら
情
報
を
得
て
報
道
す
る

こ
と
が
あ
る（

（
（

」
と
い
う
〝
リ
ー
ク
〟
の
あ
り
よ
う
が
問
題
視
さ
れ
、
と
く
に
当
の
東
京
高
検
検
事
長
が
報
道
関
係
者
の
自
宅
で
賭
け
マ

ー
ジ
ャ
ン
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
検
察
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
検
察
官
の
側
に

一
定
の
節
度
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か（

（
（

」
と
い
う
意
見
も
み
ら
れ
て
い
る
。

⑵　

ま
た
他
方
で
は
、
訴
追
側
当
事
者
で
あ
る
検
察
官
が
記
者
会
見
の
場
で
、
事
件
に
つ
い
て
被
疑
者
・
被
告
人
側
の
防
禦
活
動
を
牽

制
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
つ
と
に
、
オ
ウ
ム
真
理
教
幹
部
に
よ
る
一

連
の
事
件
に
つ
い
て
捜
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
き
、
東
京
地
方
検
察
庁
次
席
検
事
（
当
該
事
件
の
捜
査
本
部
長
）
が
定
例
記
者
会
見

の
場
で
、〝
ミ
ラ
ン
ダ
の
会
〟に
属
す
る
当
番
弁
護
士
が
被
疑
者
に
対
し
て
留
置
場
か
ら
の
出
房
や
取
調
べ
を
拒
否
す
る
よ
う
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
し
た
こ
と
を
「
明
ら
か
な
捜
査
妨
害
で
、
違
法
な
弁
護
活
動
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
報
道
関
係
者
も
検
察
側
の
意
見
を
受
け
る
か

た
ち
で
、
弁
護
側
が
「
個
人
の
主
義
主
張
で
こ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
し
た
ら
国
民
の
安
全
を
無
視
す
る
活
動
と
し
て
私
た
ち

は
容
認
で
き
な
い
」
と
主
張
し
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
ま
た
近
時
で
は
、
例
え
ば
鹿
児
島
地
方
検
察
庁
検
事
正
が
着

任
記
者
会
見
の
場
で
報
道
関
係
者
に
向
け
て
「
大
崎
事
件
の
第
四
次
再
審
請
求
で
は
報
道
側
の
［
再
審
請
求
人
］
へ
の
寄
り
添
い
が
顕

著
だ
。
万
が
一
、［
再
審
請
求
人
］
が
犯
人
で
な
い
と
す
る
こ
と
を
証
明
す
る
あ
ま
り
に
、
具
体
的
に
こ
の
人
が
犯
人
だ
と
い
う
報
道
を
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三

さ
れ
る
と
大
変
な
人
権
侵
害
で
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
弁
護
側
か
ら
は
、「
報
道
の
自
由
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い（

（
（

」
と
か
「
捜
査
機
関
が
過
去
に
誤
っ
た
見
立
て
の
も
と
に
冤
罪
を
作
り
出
し
た
自
ら
の
人
権
侵
害
を
省
み
ず
、
人

権
問
題
を
口
実
に
大
崎
事
件
の
真
実
を
闇
に
葬
ろ
う
と
す
る
も
の
で
容
認
で
き
な
い（

（
（

」
と
い
っ
た
批
判
が
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑶　

犯
罪
報
道
の
あ
り
よ
う
に
対
し
て
は
、
か
つ
て
よ
り
、
事
件
発
生
当
初
か
ら
捜
査
・
訴
追
機
関
が
提
供
す
る
情
報
に
基
づ
い
た 

〝
犯
人
視
報
道
〟が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
疑
者
・
被
告
人
の
適
正
手
続
を
受
け
る
権
利
が
危
殆
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視

さ
れ（

（
（

、
論
者
に
よ
っ
て
は
、
①
個
別
の
刑
事
事
件
や
刑
事
手
続
に
つ
い
て
報
道
す
る
場
合
に
は
、
捜
査
・
訴
追
機
関
側
の
主
張
だ
け
で

な
く
、
必
ず
被
疑
者
・
被
告
人
側
の
主
張
も
同
時
か
つ
並
列
的
に
報
道
す
る
、
②
報
道
す
る
際
に
は
、
両
当
事
者
の
主
張
は
あ
く
ま
で

主
張
に
過
ぎ
ず
、
確
定
し
た
事
実
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
書
き
方
を
す
る
、
③
両
当
事
者
の
主
張
を
伝
達
す
る
部
分

と
報
道
機
関
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
部
分
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
報
道
す
る
と
い
っ
た
か
た
ち
で
報
道
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
法
的

規
制
を
か
け
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
〝
両
当
事
者
対
等
報
道
モ
デ
ル
〟
が
既
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
例
を
挙
げ
な
が
ら
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、と
く
に
検
察
機
関
は
自
ら
の
権
限
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
使
で
き
る
よ
う
に
す
べ
く
、〝
第

四
の
権
力
〟
と
も
い
わ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
力
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
一
般
的
に
、
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
と

い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
伴
い
、
社
会
に
向
け
て
広
く
発
言
を
す
る
こ
と
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
検
察
官
は
一
般
人
と
し
て
言
論
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現

に
責
任
を
負
う
官
憲
と
し
て
、
検
察
官
が
社
会
全
般
に
向
け
て
検
察
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
検
察
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
有
益
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
も
と
も
と
言
論
の
自
由
に
は
〝
公
共
の
福
祉
〟
に
よ
る
制
約
が
伴
う
と
こ
ろ
で
、
検
察

官
は
〝
公
益
の
代
表
者
〟
と
し
て
「
刑
事
事
件
に
つ
い
て
裁
判
所
に
法
の
正
当
な
適
用
を
請
求
す
る
権
限
を
有
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て

お
り
（
検
察
庁
法
四
条
参
照
）、
一
般
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
・
利
益
を
潜
在
的
あ
る
い
は
現
実
的
に
侵
害
し
う
る
だ
け
の
強
い
権
限
を



岡山商大法学論叢　第30号（2022）

四

適
正
に
行
使
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
刑
事
手
続
以
外
の
場
面
で
も
、
検
察
官
の
発
言
が
一
般
社
会
に
対
し
て
強
い
イ
ン
パ
ク

ト
を
持
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
刑
事
手
続
の
適
正
な
運
用
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
検
察
官
の
言
論
に
は
「
公

益
の
代
表
者
」
と
い
う
地
位
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
内
在
的
制
約
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
。

２　

検
察
官
が
刑
事
手
続
以
外
の
と
こ
ろ
で
事
件
に
関
す
る
発
言
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
は 

、検
察
官
独
自
の
地
位
に
鑑
み
て
特
別
に

倫
理
規
程
を
設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
旨
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、『
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
』
の
場
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
［
以
下
〝
合
衆
国
〟
と
す
る
］
で
は
か
つ
て
よ
り
、
検
察
官
の
権
限
行
使
に
対
し
て

―
法
的
規
律
の
み
な
ら
ず

―
職
務
倫
理

に
よ
る
規
律
を
課
し
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
詳
細
な
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
検
察
独
自

の
倫
理
規
程
の
必
要
性
を
主
張
す
る
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
他
方
で
は
、
国
家
公
務
員
と
し
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
わ
が

国
の
検
察
官
は
国
家
公
務
員
を
対
象
と
し
た
倫
理
規
程
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
う
え
に
敢
え
て
特
別
な
ル
ー
ル
を
置

く
必
要
は
な
い
と
い
っ
た
消
極
的
な
意
見
も
み
ら
れ
て
い
る
。
検
察
官
独
自
の
倫
理
規
程
を
設
け
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
検
察
官
に
も

言
論
の
自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
が
社
会
全
般
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を

論
拠
と
し
て
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
を
幅
広
く
認
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
見
解
と
、
検
察
官
の
独
自
的
地
位
に
鑑
み
て
厳
格
に
法
廷

外
供
述
を
規
律
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
で
対
立
が
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
本
稿
で
は
、
検
察
官
の
法
廷
外

供
述
に
つ
い
て
、
合
衆
国
に
お
け
る
法
的
・
倫
理
的
規
律
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
で
も
検

察
官
独
自
の
倫
理
規
程
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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五

（
１
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
『
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
報
告
書
』
一
頁
（
二
〇
二
〇
年
）<http://w

w
w

.m
oj.go.jp/content/ 

001337339.pdf>

ほ
か
参
照
。

（
２
）
さ
し
あ
た
り
、
法
務
・
行
政
刷
新
会
議
・
前
掲
注（
１
）・
一
頁
、
朝
日
新
聞
二
〇
二
〇
年
七
月
二
五
日
付
朝
刊
・
社
説
、
法
務
・
検
察
行
政

刷
新
会
議
第
一
回
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
）
議
事
録
二
頁
［
森
雅
子
挨
拶
］
ほ
か
参
照
。

（
３
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
三
回
（
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
）
議
事
録
八
頁
［
後
藤
昭
発
言
］。

（
４
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
四
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
議
事
録
一
七
頁
［
後
藤
昭
発
言
］。

（
５
）
産
經
新
聞
一
九
九
五
年
五
月
二
六
日
付
朝
刊
・
社
説
参
照
。
な
お
、
川
﨑
英
明
『
現
代
検
察
官
論
』
八
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
年
）

参
照
。
ま
た
、
さ
し
あ
た
り
、〝
ミ
ラ
ン
ダ
の
会
〟
に
つ
い
て
は
、「〈『
季
刊
・
刑
事
弁
護
』
ニ
ュ
ー
ス
〉
捜
査
実
務
を
文
明
化
し
、
黙
秘
権
の

確
立
を
！

―
ミ
ラ
ン
ダ
の
会
結
成

―
」
季
刊
刑
事
弁
護
二
号
一
二
四
頁
以
下
（
一
九
九
五
年
）
ほ
か
、〝
ミ
ラ
ン
ダ
の
会
〟
の
活
動
を

め
ぐ
る
議
論
と
し
て
、
飯
室
勝
彦
＝
藤
永
幸
治
＝
髙
野
隆
「〈
緊
急
対
談
〉
捜
査
妨
害
か
正
当
な
弁
護
活
動
か

―
ミ
ラ
ン
ダ
の
会
の
弁
護
活

動
と
捜
査

―
」
季
刊
刑
事
弁
護
三
号
一
六
頁
（
一
九
九
五
年
）
ほ
か
参
照
。

（
６
）
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ
ュ
ー
ス
二
〇
二
〇
年
九
月
一
七
日
付<https://w

w
w

.jiji.com
/jc/article?k=2020091701131&

g=soc>

。

（
７
）
西
日
本
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
二
〇
二
〇
年
九
月
一
八
日
付<https://w

w
w

.nishinippon.co.jp/item
/n/646013/>

参
照
。

（
８
）
例
え
ば
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
編
）『
人
権
と
報
道
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
六
年
）、
浅
野
健
一
『
犯
罪
報
道
の
犯
罪
』（
学
陽
書
房
、

一
九
八
四
年
）、
田
中
輝
和
「
刑
事
『
事
件
報
道
』
の
実
態
と
刑
事
訴
訟
法

―
東
北
の
三
大
再
審
無
罪
事
件
の
場
合

―
」
東
北
学
院
大

学
論
集
法
律
学
二
七
号
一
頁
以
下
（
一
九
八
五
年
）、
同
「
刑
事
『
事
件
報
道
』
と
刑
訴
法
と
の
関
係

―
両
者
の
関
係
説
の
提
唱
、
ま
た

は
、
そ
れ
へ
の
賛
同

―
」
東
北
学
院
大
学
論
集
法
律
学
五
一
＝
五
二
号
四
五
頁
以
下
（
一
九
九
八
年
）、
平
川
宗
信
「
犯
罪
報
道
と
人
権
を

め
ぐ
る
諸
問
題
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一
二
三
号
三
四
三
頁
以
下
（
一
九
八
八
年
）
ほ
か
参
照
。
な
お
、
渕
野
貴
生
『
適
正
な
刑
事
手
続
の
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六

保
障
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
』
二
八
頁
以
下
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
平
川
宗
信
「
捜
査
と
犯
罪
報
道
」
松
尾
浩
也
＝
井
上
正
仁
（
編
）

『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
新
版
〕』
八
八
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
）、
服
部
朗
「
捜
査
と
犯
罪
報
道
」
松
尾
浩
也
＝
井
上
正
仁
（
編
）

『
刑
事
訴
訟
法
の
争
点
〔
第
三
版
〕』
八
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
９
）
渕
野
・
前
掲
注（
８
）・
二
七
七
頁
以
下
。

（
10
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
四
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
議
事
録
一
六
頁
［
篠
塚
力
発
言
］。

二
　
合
衆
国
に
お
け
る
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
対
す
る
規
律

１　

検
察
官
の
法
廷
弁
論
と
法
廷
外
供
述

　

伝
統
的
に
、
合
衆
国
の
検
察
官
は
「
論
争
に
お
け
る
通
常
の
当
事
者
の
代
理
人
で
は
な
く
、
主
権
（sovereignty

）
の
代
表
者
」
と

し
て
「
事
件
に
勝
つ
こ
と
で
は
な
く
、
正
義
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
」
を
利
益
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
検
察
官
は
「
法
の
番
人
（servant of 

law

）」
と
し
て
「
犯
罪
者
を
逃
さ
ず
、
無
辜
を
苦
し
め
な
い
と
い
う
二
重
の
目
的
を
有
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
こ
で
は
、

「
検
察
官
は
、
熱
心
か
つ
積
極
的
に
訴
追
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
事
実
、
熱
心
か
つ
積
極
的
に
訴
追
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
」
が
、
他

方
で
は
「
不
正
な
攻
撃
を
行
な
う
自
由
を
持
た
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
あ
ら
ゆ
る
正
統
な
手
段
を
用
い
て
公
正
な
有
罪
を
も
た
ら
す

と
と
も
に
、
誤
っ
た
有
罪
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ
る
不
当
な
方
法
を
差
し
控
え
る
こ
と
も
ま
た
検
察
官
の
義
務
で
あ
る
」
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
も
と
も
と
、
合
衆
国
に
お
け
る
刑
事
訴
訟
の
根
底
に
あ
る
対
審
構
造
（adversary system

）
は
、
訴
追
側

（
検
察
官
）
と
弁
護
側
（
被
告
人
・
弁
護
人
）
と
い
う
両
当
事
者
が
そ
れ
ぞ
れ
公
判
廷
で
事
実
や
法
に
関
す
る
独
自
の
証
拠
と
主
張
を
偏
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七

頗
の
な
い
・
公
正
な
事
実
認
定
者
（
裁
判
官
及
び
陪
審
）
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
紛
争
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
り（

（1
（

、
真
実
を
よ
り

よ
く
解
明
す
る
た
め
に
は
両
当
事
者
が
説
得
的
に
主
張
を
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
だ
が
他
方
で
、
検
察
官

に
対
し
て
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
対
し
て
防
禦
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
反
映
と
し
て
、
検
察
官
は
、
被
告
人
の
防
禦
権
の

行
使
を
妨
げ
る
よ
う
な
言
動
を
公
判
廷
で
展
開
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
裁
判
所
と
の
関
係
で
も
、
検
察
官
は
自
分
の
権
限
を
濫
用
し
て

「
過
度
に
扇
動
的
」
あ
る
い
は
「
被
告
人
に
不
利
益
な
偏
見
を
与
え
る
」
言
動
を
慎
む
と
い
う
意
味
で
「
公
正
な
裁
判
」
を
保
障
す
る
義

務
を
課
し
て
い
る
。
具
体
的
に
検
察
官
は
、
被
告
人
側
が
自
己
負
罪
拒
否
権
・
黙
秘
権
や
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
行
使
し
た

こ
と
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
や
弁
護
人
を
侮
辱
し
た
り
す
る
こ
と
、
事
件
の
事
実
や
証
拠
に
つ
い
て
個
人
的
な
意
見
を
述
べ

る
こ
と
、
事
実
認
定
者
の
情
緒
や
偏
見
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
主
張
を
公
判
廷
で
展
開
し
た
り
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
と
く

に
「
当
該
供
述
が
評
決
に
悪
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
有
害
で
あ
る（

（1
（

」
場
合
や
「
結
果
的
に
得
ら
れ
た
有
罪
判
決
が
適
正
手
続
を
否
定
す
る

ほ
ど
、
当
該
主
張
が
不
正
を
も
っ
て
公
判
審
理
に
影
響
し
て
い
る（

（1
（

」
あ
る
い
は
「
当
該
コ
メ
ン
ト
が
被
告
人
の
公
正
な
裁
判
を
受
け
る

権
利
を
剥
奪
し
た（

（1
（

」
と
い
え
る
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
は
上
訴
審
で
有
罪
判
決
が
破
棄
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
う

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
公
正
な
裁
判
を
保
障
す
る
義
務
」
は
、
法
廷
内
に
お
け
る
検
察
官
の
活
動
を
適
正
な
も
の
に
す
る
た
め
に
課
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
検
察
官
が
法
廷
外
で
事
件
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
義
務
の
帰
結
と
し
て
定
め
ら
れ
た

ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。だ
が
他
方
で
は
、「
熱
情
的
な
弁
論
は
法
廷
の
な
か
で
起
こ
っ
て
い
る
出
来
事
に
限
ら

な
い（

（1
（

」
と
リ
ベ
ン
ソ
ン
（Laurie L. Levenson

）
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
検
察
官
が
法
廷
外
で
事
件
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
の
公
正
か
つ
中
立
的
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
や
司
法
の
公
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
、
一
般
市
民
の
司
法
手
続
に

対
す
る
信
頼
、
被
疑
者
・
被
告
人
や
被
害
者
、
証
人
の
社
会
的
評
価
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
安
全
を
危
殆
化
す
る
と
い
う
弊
害
が
生
じ
う
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八

る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
む
し
ろ
、
法
廷
内
で
は
主
張
や
証
拠
の
提
出
に
つ
い
て
厳
格
な
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
う
え
で
、
裁

判
官
が
当
事
者
の
主
張
・
立
証
を
制
約
す
る
こ
と
を
期
待
し
う
る
の
に
対
し
、
法
廷
外
の
供
述
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
は
事
件
に
専
心

す
る
こ
と
に
向
け
た
圧
力
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
官
も
同
僚
の
検
察
官
も
本
人
の
熱
意
を
抑
え
る
よ
う
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
検
察
官
の
供
述
を
適
正
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
明
確
な
倫
理
規
程
が
必
要
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

２　

検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
対
す
る
法
的
・
倫
理
的
規
律

⑴　

法
律
家
の
発
言
が
犯
罪
報
道
を
通
じ
て
裁
判
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
遅
く
と
も
二
〇
世
紀
初
頭
に
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
全
米
で
は
じ
め
て
明
文
化
さ
れ
た
職
務
倫
理
規
程
『
ア
ラ
バ
マ
州
法
曹
協
会
倫
理
規
程
（the 1887 

Code of Ethics of the A
labam

a State Bar A
ssociation

）』は
第
一
七
条
で「
法
的
問
題
の
新
聞
紙
上
の
議
論
を
避
け
よ（A

void 
N

ew
spaper D

iscussion of Legal M
atters

）」
と
題
し
て
、「
継
続
中
の
訴
訟
又
は
将
来
見
込
ま
れ
る
訴
訟
の
本
案
に
関
し
て
代
理

人
が
新
聞
紙
上
で
発
言
す
る
こ
と
は
、
議
論
と
相
手
方
か
ら
の
反
論
を
引
き
起
こ
し
、
裁
判
所
に
お
け
る
公
正
な
裁
判
を
妨
げ
る
傾
向

が
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
司
法
の
適
正
な
運
営
を
阻
害
す
る
。
法
律
家
の
発
言
は
、
当
該
発
言
を
正
当
化
す
る
だ
け
の
説
得
的
な
主
張

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
適
切
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
匿
名
で
発
言
を
す
る
こ
と
は
職
務
倫
理
に
反
し
て
い
る（

（2
（

」
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ａ
Ｂ
Ａ
（A

m
erican Bar A

ssociation

ア
メ
リ
カ
法
曹
協
会
）
が
一
九
〇
八
年
に
起
草
し
た
『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
倫
理
典
範
（A

BA
 

Canons of Professional Ethics

）』
のCanon 20

は
「
継
続
中
の
訴
訟
又
は
予
想
さ
れ
る
訴
訟
に
関
し
て
法
律
家
が
新
聞
紙
上
で
発

言
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
公
正
な
審
理
を
妨
げ
、
あ
る
い
は
司
法
の
適
正
な
運
営
を
阻
害
し
う
る
。
一
般
的
に
こ
れ
ら
は
非
難
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
特
定
事
件
の
極
限
的
な
状
況
に
よ
り
、
公
衆
に
向
け
た
陳
述
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
て
も
、
匿
名
で
陳
述
す
る
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九

こ
と
は
職
務
倫
理
に
反
し
て
い
る
。
事
実
へ
の
一
方
的
（ex parte

）
な
言
及
は
、
裁
判
所
が
保
有
す
る
記
録
や
書
類
の
内
容
を
超
え
る

べ
き
で
な
い
。
し
か
し
、
極
限
的
な
事
例
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
方
的
な
陳
述
は
避
け
た
方
が
よ
い（

（2
（

」
と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、

こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
曖
昧
な
文
言
で
記
さ
れ
て
お
り
、
い
か
な
る
陳
述
が
許
容
さ
れ
、
い
か
な
る
も
の
が
禁
止
さ
れ
る
か
を
法
律

家
に
明
確
に
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
め
っ
た
に
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、

一
九
五
〇
年
代
以
降
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
伴
い
、
犯
罪
報
道
が
被
疑
者
・
被
告
人
の
適
正
手
続
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
認
識
さ
れ（

（2
（

、
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
も
、
裁
判
所
の
公
正
な
審
理
を
妨
げ
る
コ
メ
ン
ト
を

禁
止
す
る
ル
ー
ル
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈠　

ま
ず
、
Ａ
Ｂ
Ａ
が
『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
倫
理
典
範
』
を
改
定
す
る
か
た
ち
で
一
九
六
九
年
に
起
草
し
た
『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
倫
理
に
関
す
る

モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
（A

BA
 M

odel Code of Professional Responsibility

）』［
以
下
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』
と
す
る
］
は

法
律
家
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
、
次
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
。

⃝

Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
倫
理
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド　

D
R7-107

（
Ａ
）　

刑
事
事
件
の
捜
査
に
関
与
又
は
関
係
す
る
法
律
家
は
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
も
の
と
合
理
的
な

人
々
が
期
待
し
、か
つ
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
な
く
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
を
述
べ
る
こ
と
以
上
の
こ
と
を
す
る
法
廷
外
の
供
述
を
す
る
か
、

又
は
そ
れ
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑴　

公
的
記
録
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

⑵　

捜
査
が
進
ん
で
い
る
こ
と
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一
〇

⑶　

犯
罪
の
叙
述
及
び
法
が
許
容
す
る
限
り
で
、
被
害
者
の
身
許
を
含
む
、
捜
査
の
一
般
的
な
範
囲

⑷　

被
疑
者
の
逮
捕
に
向
け
た
援
助
又
は
他
の
事
柄
の
援
助
及
び
そ
の
後
に
必
要
と
な
る
情
報
の
要
請

⑸　

民
衆
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
危
険
の
警
告

（
Ｂ
）　

刑
事
事
件
の
訴
追
又
は
弁
護
に
か
か
わ
る
法
律
家
又
は
法
律
事
務
所
は
、
告
訴
状
、
通
告
起
訴
状
又
は
正
式
起
訴
状
の
提
出
、
逮
捕

状
の
発
付
又
は
公
判
審
理
の
開
始
若
し
く
は
公
判
審
理
を
伴
わ
な
い
処
分
に
至
る
ま
で
の
逮
捕
の
時
点
か
ら
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
も
の
と
合
理
的
な
人
々
が
期
待
し
、
か
つ
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
に
関
連
す
る
法
廷
外
の
供
述
を
し
、

又
は
そ
れ
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑴　

被
疑
者
・
被
告
人
の
性
格
、
評
価
又
は
過
去
の
犯
罪
歴
（
逮
捕
、
正
式
起
訴
又
は
他
の
起
訴
を
含
む
）

⑵　

起
訴
さ
れ
た
犯
罪
又
は
そ
れ
よ
り
軽
微
な
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
答
弁
を
す
る
見
込
み

⑶　

自
白
、
自
認
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
よ
る
供
述
又
は
供
述
の
拒
否
若
し
く
は
不
供
述

⑷�　

あ
ら
ゆ
る
審
査
若
し
く
は
検
査
の
実
施
及
び
そ
の
結
果
、
又
は
被
疑
者
・
被
告
人
が
審
査
若
し
く
は
検
査
を
拒
否
し
た
こ
と
や
そ

れ
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と

⑸　

証
人
と
な
る
見
込
み
の
あ
る
者
の
身
許
、
供
述
又
は
信
用
性

⑹　

被
疑
者
・
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
意
見
、
証
拠
又
は
事
件
の
事
案

（
Ｃ
）　

第（
Ｂ
）項
は
当
該
期
間
、
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
を
告
知
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

⑴　

被
疑
者
・
被
告
人
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
職
業
、
家
族
構
成

⑵�　

被
疑
者
・
被
告
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
少
な
く
と
も
被
疑
者
・
被
告
人
の
逮
捕
を
容
易
に
し
、
又
は
又
は
被
疑
者
・

被
告
人
が
も
た
ら
す
危
険
に
つ
い
て
民
衆
に
警
告
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
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⑶　

証
拠
の
入
手
に
向
け
た
援
助
の
要
請

⑷　

当
該
犯
罪
の
被
害
者
の
身
許

⑸　

逮
捕
の
事
実
、
時
間
及
び
場
所
、
住
所
、
職
業
及
び
武
器
の
使
用

⑹　

捜
査
官
又
は
捜
査
機
関
及
び
逮
捕
者
又
は
逮
捕
機
関
の
身
許
並
び
に
捜
査
の
期
間

⑺　

捜
索
差
押
に
お
け
る
、
自
白
、
自
認
又
は
供
述
以
外
の
押
収
物
の
叙
述

⑻　

起
訴
事
実
の
性
質
、
実
体
又
は
文
言

⑼　

事
件
に
関
す
る
裁
判
所
の
公
的
記
録
か
ら
の
引
用
又
は
そ
れ
へ
の
言
及

⑽　

裁
判
手
続
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
期
日
又
は
そ
の
結
果

⑾　

被
疑
者
・
被
告
人
が
起
訴
事
実
を
否
認
し
て
い
る
こ
と

（
Ｄ
）　

刑
事
事
件
に
お
け
る
陪
審
の
選
任
又
は
公
判
審
理
の
期
間
中
、
刑
事
事
件
の
訴
追
又
は
弁
護
に
関
連
し
て
い
る
法
律
家
又
は
法
律
事

務
所
は
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
も
の
と
合
理
的
な
人
々
が
期
待
し
、
か
つ
公
判
審
理
、
当
事
者
、

公
判
に
お
け
る
争
点
そ
の
他
公
正
な
裁
判
を
妨
げ
る
合
理
的
な
見
込
み
の
あ
る
事
柄
に
関
係
す
る
法
廷
外
供
述
を
し
、
又
は
そ
れ
に
関

与
し
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
事
件
に
関
し
て
裁
判
所
が
保
有
す
る
公
的
記
録
を
引
用
し
、
又
は
コ
メ
ン
ト
を
付
さ
ず
に
言
及
す

る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
Ｅ
）　

刑
事
事
件
に
お
け
る
公
判
審
理
又
は
公
判
審
理
を
伴
わ
な
い
処
分
の
終
結
か
ら
刑
の
賦
科
に
至
る
ま
で
、
訴
追
又
は
弁
護
に
か
か
わ

る
法
律
家
又
は
法
律
事
務
所
は
、
刑
の
賦
科
に
影
響
を
及
ぼ
す
合
理
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
合
理
的
な
人
々
が
期
待
す
る
法
廷
外
供
述

を
し
、
又
は
そ
れ
に
関
与
し
な
い
も
の
と
す
る（

（2
（

。
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以
上
で
掲
げ
た
規
定
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
を
適
正
手
続
条
項
の
違
反
と
判
断
し
た
こ
と
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
改
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
暗
殺
に
関
す
る
大
統
領
委
員
会
は
暗
殺
事
件
の
被
疑
者
・
被
告
人

に
関
す
る
報
道
に
つ
い
て
「
捜
査
官
の
供
述
や
『
証
拠
』
の
詳
細
の
公
表
も
含
め
て
、［
被
疑
者
・
被
告
人
］
が
有
責
で
あ
る
と
思
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
幅
広
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
偏
頗
の
な
い
陪
審
を
構
成
し
て
被
疑
者
・
被
告
人
に
公
正
な
裁
判
を
保
障
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
」と
い
う
Ａ
Ｂ
Ａ
の
見
解
な
ど
を
う
け
て
、「
有
罪
・
無
罪
に
つ
い
て
先
入
観
の
な
い
一
二
人
の

陪
審
員
に
よ
る
公
判
審
理
を
受
け
る
…
機
会
は
彼
に
不
利
益
な
証
拠
の
尚
早
な
開
披
と
そ
の
重
要
性
に
よ
っ
て
著
し
く
危
殆
化
し
た
で

あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
に
賛
同
し
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
連
邦
最
高
裁
判
所
も
シ
ェ
パ
ー
ド
事
件
（Sheppard v. M

axw
ell

）
で
、
検
察
官

が
法
廷
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
証
拠
に
つ
い
て
の
情
報
を
何
度
も
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
に
流
出
さ
せ
た
こ
と
に
対
し
て
「
こ
の
よ
う
に

し
て
流
布
し
た
『
証
拠
』
の
殆
ど
は
許
容
性
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る（

（2
（

」
と
し
た
う
え
で
、「
裁
判
所
は
、
公
判
前
に
お
け
る
偏
向
的
な

ニ
ュ
ー
ス
が
公
正
な
裁
判
を
妨
げ
る
合
理
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、［
公
正
な
裁
判
を
害
す
る
］お
そ
れ
が
減
少
す
る
ま
で
事
件
を

延
期
す
る
か
、
又
は
当
該
記
事
が
あ
ま
り
行
き
渡
っ
て
い
な
い
他
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
移
送
す
べ
き
で
あ
る（

（2
（

」
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
考
え
が
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
下
で
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』
も
、
報
道
機
関
が
報
道
す
る
も
の
と
合
理

的
な
人
々
が
期
待
す
る
法
廷
外
供
述
を
規
制
し
、
と
り
わ
け
公
判
開
始
以
降
の
段
階
で
は
、
公
正
な
裁
判
又
は
司
法
の
運
営
を
妨
げ
る

「
合
理
的
な
見
込
み
（reasonable likelihood

）」
が
あ
る
供
述
を
禁
止
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
そ
の
後
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
事
件
（N

ebraska Press A
ssociation v. Stuart

）
で
、
社
会
の
耳
目
を

集
め
た
事
件
を
集
め
た
謀
殺
事
件
の
訴
訟
に
つ
い
て
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の
報
道
や
コ
メ
ン
ト
を
禁
止
し
た
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
地
方
裁

判
所
の
〝
口
止
め
命
令
（gag order

）〟
が
言
論
の
自
由
を
保
障
し
た
合
衆
国
憲
法
第
一
修
正
［
以
下
〝
第
一
修
正
〟
と
す
る
］
に
違

反
し
て
い
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
正
な
裁
判
と
報
道
の
自
由
と
の
対
立
は
再
び
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
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い
る
。
そ
こ
で
は
、「
適
正
手
続
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
外
部
の
影
響
か
ら
自
由
な
偏
頗
の
な
い
陪
審
に
よ
る
公
判
審
理
を
受
け
る
こ

と
を
要
請
し
て
い
る
。
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
く
蔓
延
し
、
内
心
か
ら
偏
向
的
な
公
表
を
払
拭
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

た
め
、
裁
判
所
は
バ
ラ
ン
ス
が
被
告
人
に
不
利
益
な
方
向
へ
偏
ら
な
い
よ
う
保
障
す
る
強
い
手
段
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
公

判
前
の
偏
向
的
な
ニ
ュ
ー
ス
が
公
正
な
公
判
審
理
を
妨
げ
る
合
理
的
な
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
、
裁
判
官
は
公
判
前
に
お
け
る
偏
向
的

な
ニ
ュ
ー
ス
が
公
正
な
裁
判
を
妨
げ
る
合
理
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
き
は
、［
公
正
な
裁
判
を
害
す
る
］お
そ
れ
が
減
少
す
る
ま
で
事
件

を
延
期
す
る
か
、
又
は
当
該
記
事
が
あ
ま
り
行
き
渡
っ
て
い
な
い
他
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
移
送
す
べ
き
で
あ
る（

（3
（

」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

た
う
え
で
「
事
件
を
公
正
に
解
決
す
る
た
め
に
最
終
的
に
選
ば
れ
た
陪
審
の
能
力
は
、
報
道
の
ト
ー
ン
及
び
範
囲
に
影
響
さ
れ
る
。
そ

の
報
道
は
部
分
的
に

―
し
ば
し
ば
大
部
分
は

―
ニ
ュ
ー
ス
放
送
を
も
た
ら
す
た
め
に
法
律
家
、
警
察
及
び
他
の
官
憲
が
と
っ
た

行
動
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
て
い
る（

（3
（

」
と
し
つ
つ
も
「
そ
の
後
の
無
制
約
な
放
送
が
陪
審
員
候
補
者
の
考
え
を
大
き
く
歪
め
て
し
ま

い
、
適
切
な
説
示
の
下
で
も
っ
ぱ
ら
公
開
の
法
廷
で
提
示
さ
れ
る
証
拠
の
み
に
基
づ
い
て
公
正
な
評
決
を
下
す
べ
き
宣
誓
上
の
責
務
を

果
た
す
こ
と
の
で
き
る
一
二
人
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
ま
で
い
え
な
い
と
判
断
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、
連
邦
下
級
審
裁
判

所
も
、
連
邦
第
七
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
チ
ェ
イ
ス
事
件
（Chase v. Robson

）
で
、
裁
判
所
が
被
告
人
や
弁
護
人
の
言
論
の
自
由
を

裁
判
所
が
制
約
す
る
条
件
と
し
て
、
自
由
な
言
論
が
「
司
法
の
運
営
に
対
し
て
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
（serious and im

m
inent 

threat

）」
を
構
成
す
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し（

（3
（

、
バ
ウ
ア
ー
事
件
（Chicago Council of Law

yers v. Bauer

）
で

も
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』
で
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
「
合
理
的
見
込
み
」
基
準
は
広
範
に
過
ぎ
る
が
ゆ
え
に
違
憲
で
あ
る
と
判

断
す
る
と
と
も
に（

（3
（

、「
司
法
の
公
正
な
運
営
を
妨
げ
る
『
重
大
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
』
を
与
え
る
コ
メ
ン
ト
の
み
が
憲
法
上
禁
止
さ
れ

う
る（

（3
（

」
と
述
べ
て
チ
ェ
イ
ス
事
件
で
示
さ
れ
た
基
準
を
再
確
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』の
下
で
法
律
家
の
言
論
を
制
約
す
る
基
準
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
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批
判
す
る
裁
判
例
が
現
れ
た
こ
と
に
よ
り
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
公
正
な
裁
判
と
自
由
な
報
道
に
関
す
る
特
別
調
査
班
（T

ask Force on Fair 
T

rial and Free Press: Goodw
in Com

m
ittee

グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
委
員
会
）』
は
『
公
正
な
裁
判
と
自
由
な
報
道
に
関
す
る
Ａ
Ｂ
Ａ
刑

事
司
法
基
準
（A

BA
 Standards for Crim

inal Justice: Fair T
rial and Free Press

）』
を
改
正
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
明
確
か
つ

現
在
の
危
険
（clear and present danger

）」
の
存
在
を
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
を
制
約
す
る
基
準
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

供
述
が
許
容
さ
れ
る
余
地
が
開
か
れ
る
に
至
っ
て
い
る（

（3
（

。
そ
こ
で
は
、
警
察
活
動
、
刑
事
事
件
及
び
司
法
の
運
営
に
関
す
る
公
的
コ
メ

ン
ト
は
「
純
粋
な
言
論
」
の
範
疇
に
あ
り
、
第
一
修
正
に
よ
る
保
障
を
最
も
強
く
受
け
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
よ
り
、

「
合
理
的
見
込
み
」基
準
は
法
律
家
に
対
し
て
第
一
修
正
の
権
利
を
全
面
的
に
保
障
す
る
最
低
基
準
と
し
て
あ
ま
り
に
も
緩
や
か
す
ぎ
る

と
し
て
、
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
制
裁
を
課
す
た
め
に
は
、
①
当
該
制
約
が
政
府
の
正
当
な
利
益
を
促
進
す
る
こ
と
、
②
当

該
コ
メ
ン
ト
が
促
進
す
べ
き
政
府
の
利
益
を
大
き
く（seriously

）脅
か
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、③
当
該
脅
威
が
す
ぐ
に（im

m
inently

）

発
生
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
、
④
政
府
の
利
益
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
当
該
制
約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と

い
っ
た
四
つ
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る（

（3
（

。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
「
合
理
的
見
込
み
」
基
準
の
適
用
を
否
定
的
に
評
価
す
る
考
え
は
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
共
有
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
連
邦
第
四
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
ハ
ー
シ
ュ
コ
ッ
プ
事
件
（H

irschkop v. Snead

）
で
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ

デ
ル
・
コ
ー
ド
』
と
同
様
に
公
正
な
裁
判
を
妨
げ
る
「
合
理
的
見
込
み
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
っ
て
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
を
職
務

倫
理
違
反
と
す
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
職
務
倫
理
規
程
（the V

irginia Code of Professional Responsibility

）
は
「
言
論
の
排
除
に

関
係
し
な
い
政
府
の
実
質
的
な
利
益
」
を
推
し
進
め
る
も
の
で
あ
り（

（3
（

、
そ
こ
で
採
ら
れ
て
い
る
「
合
理
的
見
込
み
」
基
準
は
憲
法
上
許

容
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
認
定
し
て
い
る（

（3
（

。
だ
が
、
連
邦
第
四
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
職
務
倫
理
規
程
の
な
か
に

は
曖
昧
又
は
広
範
に
過
ぎ
る
こ
と
か
ら
憲
法
に
抵
触
し
て
い
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
お
り（

（4
（

、と
り
わ
け
民
事
事
件
に
か
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一
五

か
わ
る
法
律
家
が
調
査
又
は
訴
訟
の
段
階
で
幅
広
く
コ
メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
規
定
は
広
範
に
過
ぎ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

㈡　

そ
の
よ
う
な
な
か
、Ａ
Ｂ
Ａ
は
一
九
八
三
年
に
起
草
し
た『
Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル（A

BA
 M

odel Rules 
of Professional Conduct

）』［
以
下
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
と
す
る
］
で
以
下
に
掲
げ
る
規
定
を
置
い
て
、「
裁
判
手
続
を
著

し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
（a substantial likelihood of m

aterially prejudicing a adjudicative proceeding

）」
が

あ
る
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
を
禁
止
し
て
い
る
［
傍
線
は
白
井
］。

⃝

Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
（
一
九
八
三
年
）

Rule3.6

［
事
件
の
公
表
］

⒜　

法
律
家
は
、
裁
判
手
続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
認
識
す
る
か
、
又
は
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
に
、
公

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
も
の
と
合
理
的
な
人
々
が
期
待
す
る
法
廷
外
供
述
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⒝　

第
⒜
項
で
言
及
し
た
供
述
は
、
通
常
の
場
合
、
陪
審
裁
判
で
審
理
し
う
る
民
事
事
件
、
刑
事
事
件
又
は
拘
禁
に
至
り
う
る
そ
の
他
の
手

続
に
言
及
す
る
と
き
に
当
該
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
当
該
供
述
は
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
に
関
係
し
て
い
る
。

⑴　

当
事
者
・
犯
罪
捜
査
の
被
疑
者
・
証
人
の
性
格
、
信
用
性
、
評
価
若
し
く
は
犯
罪
歴
、
証
人
の
身
許
、
又
は
証
人
の
若
し
く
は
証
人

の
期
待
さ
れ
た
供
述

⑵　

刑
事
事
件
又
は
拘
禁
に
至
り
う
る
手
続
で
、
有
罪
答
弁
に
至
る
見
込
み
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
よ
る
自
白
・
自
認
若
し
く
は
供
述
の

存
在
若
し
く
は
そ
の
内
容
、
当
人
が
供
述
を
拒
否
し
た
若
し
く
は
供
述
し
な
か
っ
た
こ
と

⑶　

審
査
若
し
く
は
検
査
の
実
施
若
し
く
は
そ
の
結
果
、あ
る
者
が
審
査
若
し
く
は
検
査
を
拒
否
す
る
か
若
し
く
は
受
け
な
か
っ
た
こ
と
、

又
は
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
物
証
の
身
元
若
し
く
は
そ
の
性
質
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⑷　

刑
事
事
件
又
は
拘
禁
に
至
り
う
る
手
続
に
お
け
る
被
疑
者
・
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
に
関
す
る
意
見

⑸　

公
判
に
お
け
る
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
開
披
さ
れ
た
場
合
に
中
立
的
な
公
判
審
理
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る

実
質
的
な
お
そ
れ
を
つ
く
り
出
す
で
あ
ろ
う
と
法
律
家
が
認
識
し
て
い
る
か
又
は
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
る
情
報

⑹　

起
訴
が
単
な
る
告
発
に
す
ぎ
ず
、
被
告
人
は
有
罪
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
無
実
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
供
述
が
含
ま
れ

て
い
な
い
限
り
で
、
被
告
人
が
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

⒞　

第
⒜
項
及
び
第
⒝
項
⑴
号
な
い
し
⑸
号
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
件
の
捜
査
又
は
訴
訟
に
か
か
わ
っ
て
い
る
法
律
家
は
、
詳
細
を
述
べ
な
い

限
り
、
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴　

主
張
又
は
抗
弁
の
一
般
的
な
性
質

⑵　

公
的
記
録
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

⑶　

事
件
の
捜
査
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
捜
査
、
犯
罪
若
し
く
は
主
張
・
抗
弁
の
一
般
的
な
範
囲
、
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い

て
、
関
与
し
て
い
る
人
物
の
身
許

⑷　

訴
訟
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
又
は
そ
の
結
果

⑸　

そ
れ
以
降
に
必
要
と
な
る
証
拠
及
び
情
報
を
得
る
た
め
の
遠
所
の
要
請

⑹　

個
人
若
し
く
は
公
益
に
実
質
的
な
害
悪
の
見
込
み
が
存
在
す
る
と
思
料
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
関
与
し
て
い
る
人
物
の
行
動
に

関
す
る
危
険
の
警
告

⑺　

刑
事
事
件
に
お
け
る
、
以
下
に
掲
げ
る
事
柄

（
ⅰ
）
被
疑
者
・
被
告
人
の
身
許
、
住
所
、
職
業
、
家
族
構
成

（
ⅱ
）
被
疑
者
・
被
告
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
当
人
を
容
易
に
逮
捕
し
や
す
く
な
る
た
め
に
必
要
な
情
報
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七

（
ⅲ
）
逮
捕
の
事
実
、
時
間
又
は
場
所

（
ⅳ
）
捜
査
官
及
び
逮
捕
者
又
は
捜
査
・
逮
捕
機
関
の
身
許
及
び
捜
査
の
期
間（

（4
（

　

以
上
で
掲
げ
た
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
の
規
定
は
、
手
続
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
「
裁
判
手
続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的

な
見
込
み
」
の
あ
る
法
廷
外
供
述
を
法
律
家
に
対
し
て
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』
が
公
正
な

裁
判
を
妨
げ
る
「
合
理
的
な
見
込
み
」
の
あ
る
法
廷
外
供
述
を
禁
止
し
て
い
る
の
に
対
し
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
は
「
裁
判
手

続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
認
識
す
る
…
場
合
に
」
法
廷
外
供
述
を
禁
止
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
だ
が
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
は
、「
裁
判
手
続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
…
合
理
的
に
認

識
す
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
」
で
も
法
廷
外
供
述
を
禁
止
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
法
律
家
が
意
図
的
に
法
廷
外
供
述
を
し
た
場
合
に
限
定

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
の
規
定
に
対
し
て
も
、
文
言
に
曖
昧
さ
が
残
ら
な
い
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
り
、

と
く
に
倫
理
規
定
が
第
一
修
正
で
保
障
さ
れ
る
言
論
の
自
由
を
過
度
に
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
ケ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
（Erw

in Chem
erinsky

）
教
授
は
「『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
の
下
で
、
法
律
家
は
、
言
論
が
訴
訟
手

続
の
な
か
で
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
懲
戒
組
織
が
い
か
に
し
て
事
後
的
に
推
測
す
る

か
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
論
を
保
護
す
る
点
で
明
ら
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
『
明
確
か
つ
現
在
の
危
険
』
と
い
う

基
準
の
下
に
あ
っ
て
も
、
法
律
家
は
自
分
の
言
論
が
事
後
的
に
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
を
思
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。［
当
該
規
定
に
］

内
在
す
る
曖
昧
さ
と
不
確
実
さ
が
言
論
を
硬
直
さ
せ
る
こ
と
は
事
実
上
必
至
と
み
ら
れ
て
い
る（

（4
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
連
邦
最
高
裁
判
所
も
ジ
ェ
ン
タ
イ
ル
事
件
（Gentile v. State Bar of N

evada

）
で
、
コ
カ
イ
ン
と
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
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ッ
ク
を
窃
取
し
た
被
告
人
の
弁
護
人
が
起
訴
直
後
に
記
者
会
見
を
開
い
て
①
被
告
人
が
無
実
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に

仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
②
お
と
り
捜
査
官
が
窃
盗
の
真
犯
人
で
あ
る
こ
と
が
証
拠
上
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
③
お
と
り
捜
査
官
が

コ
カ
イ
ン
の
使
用
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
身
体
的
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
す
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
弁
護
側
が
持
っ
て
い
る
こ
と
、

④
金
庫
を
窃
取
し
た
と
主
張
す
る
他
の
客
は
、
そ
の
殆
ど
が
薬
物
取
引
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
関
与
者
で
あ
り
、
警
察
か
ら
の
圧

力
に
対
し
て
被
告
人
が
犯
人
だ
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
信
用
性
を
持
た
な
い
と
い
う
旨
を
述
べ
た
こ
と
に
対
し
、
ネ
バ
ダ
州
の
懲
戒
委

員
会
が
職
務
倫
理
違
反
を
認
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
」基
準
が
第
一
修
正
の
要
請
を
み
た
し

て
い
る
か
否
か
を
判
断
し
て
い
る
。
職
務
倫
理
違
反
を
認
定
す
る
際
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
ネ
バ
ダ
州
職
務
倫
理
規
程Rule177 

は

―
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
や
そ
れ
を
採
り
入
れ
て
い
る
多
く
の
州
と
同
様
に

―
第
⑴
項
で
法
律
家
は
訴
訟
手
続
を 

「
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
」
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
法
廷
外
供
述
を

禁
止
し
、
第
⑵
項
で
著
し
い
偏
向
を
も
た
ら
す
「
見
込
み
が
通
常
の
場
合
に
存
在
す
る
」
供
述
を
い
く
つ
か
列
挙
し
つ
つ
も
、
第
⑶
項

で
は
「
第
⑴
項
及
び
第
⑵
項
に
か
か
わ
ら
ず
」
法
律
家
は
「
詳
細
に
述
べ
な
い
限
り
（w

ithout elaboration

）、
弁
護
の
…
一
般
的
な

（general

）
性
質
を
…
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
第
⑴
項
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
」
基
準
に
つ
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
（K

ennedy, J.

）

ら
は
「『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
のRule3.6

で
『
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
』
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も

欠
陥
を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
陪
審
員
の
選
任
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
大
き
く
偏
向
し
て
い
る
情
報
を
代
理
人
が
発

す
る
こ
と
を
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
防
ぐ
べ
く
適
切
に
狭
く
解
釈
し
た
と
し
て
も
、『
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
』

と
い
う
文
言
は
差
し
迫
っ
た
実
質
的
な
害
悪
を
も
た
ら
す
言
論
の
み
を
罰
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
言
論
を
規
律
す
る
規
定
は
、
た
と
え

十
分
な
憲
法
上
の
保
護
を
与
え
ら
れ
る
言
論
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
憲
法
上
の
歯
止
め
を
通
過
す
る
た
め
に
『
明
確
か
つ
現
在
の
危
険
』
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一
九

と
い
う
文
言
を
用
い
る
必
要
は
な
い（

（4
（

」
と
し
、
レ
ン
ク
ィ
ス
ト
判
事
（Rehnquist, J.

）
も
「
継
続
中
の
事
件
に
関
す
る
法
律
家
の
言

論
は
、
実
際
の
訴
訟
に
お
け
る
『
明
確
か
つ
現
実
的
な
危
険
』
よ
り
も
緩
や
か
な
基
準
を
用
い
て
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

」
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
「『
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
』
基
準
が
継
続
中
の
事
件
に
関
す
る
代
理
人
の
第
一
修
正
上
権
利

と
公
正
な
公
判
審
理
に
関
す
る
国
家
の
利
益
と
の
あ
い
だ
で
憲
法
上
許
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
を
構
成
し
て
い
る
」
と
い
う
殆
ど
の
州
で
採

ら
れ
て
い
る
考
え
に
賛
同
し
て
い
る（

（4
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
第
⑴
項
及
び
第
⑵
項
に
か
か
わ
ら
ず
」
法
律
家
は
「
詳
細
に
述
べ
な
い
限
り
（w

ithout elaboration

）、
弁
護

の
…
一
般
的
な
（general
）
性
質
を
…
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
た
第
⑶
項
に
つ
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
ら
は
「
曖
昧
で
あ
る

ゆ
え
に
無
効
で
あ
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
ら
は
、「
防
波
堤
と
な
る
規
定
で
あ
るRule177

第
⑶
項
は
申

立
人
が
誤
解
し
て
懲
戒
の
お
そ
れ
を
伴
わ
ず
に
記
者
会
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
…
文
法
上
の
構
造
か
ら
し

て
、
州
裁
判
所
に
よ
る
明
確
な
解
釈
の
な
い
と
こ
ろ
で
当
該
規
定
は
『
名
宛
人
に
対
し
て
』
公
正
な
告
知
を
与
え
て
い
な
い
。Rule177

第
⑶
項
に
よ
る
保
護
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
法
律
家
は
そ
の
内
容
を
施
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
』な
く
抗

弁
の
『
一
般
的
な
』
性
質
を
説
明
す
る
権
利
は
方
向
付
け
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
一
般
的
』
と
か
『
詳
細
に
述
べ
る
こ

と
』
と
い
う
文
言
は
い
ず
れ
も
古
典
的
な
程
度
に
関
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
こ
れ
ら
の
文
言

は
法
律
上
解
釈
に
つ
い
て
定
着
し
た
用
法
も
伝
統
も
存
在
し
な
い
。
法
律
家
は
い
つ
自
分
の
発
言
が
『
一
般
的
』
と
い
う
防
波
堤
か
ら

『
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
』
と
い
う
禁
じ
ら
れ
た
海
へ
と
渡
る
の
か
を
判
断
す
る
原
則
を
持
た
な
い（

（4
（

」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
コ
ナ
ー

判
事
（O

ʼConnor, J.

）
も
「
国
家
は
依
頼
者
を
代
理
す
る
法
律
家
の
言
論
に
対
し
て
、
報
道
機
関
に
対
す
る
規
制
よ
り
も
厳
格
に
規
制

す
る
こ
と
が
で
き
る（

（4
（

」
こ
と
か
ら
「
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
お
そ
れ
」
は
憲
法
上
の
基
準
を
み
た
し
て
い
る
と
い
う
レ
ン
ク
ィ

ス
ト
判
事
の
意
見
に
賛
成
す
る（

（4
（

」
一
方
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
ら
と
同
様
に
、「
曖
昧
な
法
律
は
差
別
的
な
執
行
の
お
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
を
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意
図
し
て
い
る
こ
と
を
公
正
に
告
知
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
お
そ
れ
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
に
違
反
し
て
い
る（

（5
（

」
と
述

べ
て
、Rule177

第
⑶
項
は
曖
昧
で
あ
る
ゆ
え
に
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢　

そ
こ
で
、Ａ
Ｂ
Ａ
は
一
九
九
四
年
にRule3.6

の
見
直
し
に
着
手
し
て
当
該
規
定
を
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
修
正
す
る
に
至
っ
て
い
る

［
傍
線
は
白
井（

（5
（

］。

⃝

Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
（
一
九
九
四
年
改
正
）

Rule3.6

［
事
件
の
公
表
］

⒜　

法
律
家
は
、
裁
判
手
続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
が
あ
る
と
認
識
す
る
か
、
又
は
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
に
、
公

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
も
の
と
合
理
的
な
人
々
が
期
待
す
る
法
廷
外
供
述
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⒝　

第
⒜
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
家
は
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑴　

か
か
わ
っ
て
い
る
主
張
、
攻
撃
又
は
抗
弁
、
及
び
法
が
許
容
す
る
場
合
を
除
い
て
、
か
か
わ
っ
て
い
る
人
々
の
身
許

⑵　

公
的
記
録
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

⑶　

事
件
の
捜
査
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
捜
査
、
犯
罪
若
し
く
は
主
張
・
抗
弁
の
一
般
的
な
範
囲
、
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い

て
、
関
与
し
て
い
る
人
物
の
身
許

⑷　

訴
訟
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
又
は
そ
の
結
果

⑸　

そ
れ
以
降
に
必
要
と
な
る
証
拠
及
び
情
報
を
得
る
た
め
の
遠
所
の
要
請

⑹　

個
人
若
し
く
は
公
益
に
実
質
的
な
害
悪
の
見
込
み
が
存
在
す
る
と
思
料
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
関
与
し
て
い
る
人
物
の
行
動
に

関
す
る
危
険
の
警
告
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⑺　

刑
事
事
件
に
お
け
る
、
以
下
に
掲
げ
る
事
柄

（
ⅰ
）
被
疑
者
・
被
告
人
の
身
許
、
住
所
、
職
業
、
家
族
構
成

（
ⅱ
）
被
疑
者
・
被
告
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
当
人
を
容
易
に
逮
捕
し
や
す
く
な
る
た
め
に
必
要
な
情
報

（
ⅲ
）
逮
捕
の
事
実
、
時
間
又
は
場
所

（
ⅳ
）
捜
査
官
及
び
逮
捕
者
又
は
捜
査
・
逮
捕
機
関
の
身
許
及
び
捜
査
の
期
間

⒞　

第
⒜
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
家
は
、
法
律
家
又
は
そ
の
依
頼
者
に
よ
っ
て
開
始
し
な
い
近
時
の
公
表
の
実
質
的
に
不
当
な
効
果
か
ら

依
頼
者
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
合
理
的
な
法
律
家
で
あ
れ
ば
思
料
す
る
で
あ
ろ
う
供
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒟　

第
⒜
項
の
規
律
を
受
け
る
法
律
家
に
か
か
わ
る
法
律
事
務
所
又
は
政
府
機
関
の
法
律
家
は
、
第
⒜
項
で
禁
止
さ
れ
た
供
述
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

【
注
釈
】

⑸　

…
と
く
に
陪
審
で
審
理
可
能
な
民
事
事
件
、
刑
事
事
件
又
は
拘
禁
に
至
り
う
る
他
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
に
言
及
す
る
と
き
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
手
続
に
対
し
て
著
し
く
有
害
な
効
果
を
持
つ
一
定
の
課
題
が
存
在
す
る
。こ
れ
ら
の
課
題
は
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
に
関
係
し
て
い
る
。

⑴　

当
事
者
・
犯
罪
捜
査
の
被
疑
者
・
証
人
の
性
格
、
信
用
性
、
評
価
若
し
く
は
犯
罪
歴
、
証
人
の
身
許
、
又
は
証
人
の
若
し
く
は
証
人

の
期
待
さ
れ
た
供
述

⑵　

刑
事
事
件
又
は
拘
禁
に
至
り
う
る
手
続
で
、
有
罪
答
弁
に
至
る
見
込
み
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
よ
る
自
白
・
自
認
若
し
く
は
供
述
の

存
在
若
し
く
は
そ
の
内
容
、
当
人
が
供
述
を
拒
否
し
た
若
し
く
は
供
述
し
な
か
っ
た
こ
と

⑶　

審
査
若
し
く
は
検
査
の
実
施
若
し
く
は
そ
の
結
果
、あ
る
者
が
審
査
若
し
く
は
検
査
を
拒
否
す
る
か
若
し
く
は
受
け
な
か
っ
た
こ
と
、

又
は
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
物
証
の
身
元
若
し
く
は
そ
の
性
質



岡山商大法学論叢　第30号（2022）

二
二

⑷　

刑
事
事
件
又
は
拘
禁
に
至
り
う
る
手
続
に
お
け
る
被
疑
者
・
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
に
関
す
る
意
見

⑸　

公
判
に
お
け
る
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
開
披
さ
れ
た
場
合
に
中
立
的
な
公
判
審
理
を
害
す
る
実
質
的
な
お

そ
れ
を
つ
く
り
出
す
で
あ
ろ
う
と
法
律
家
が
認
識
し
て
い
る
か
又
は
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
る
情
報

⑹　

起
訴
が
単
な
る
告
発
に
す
ぎ
ず
、
被
告
人
は
有
罪
が
証
明
さ
れ
る
ま
で
無
実
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
供
述
が
含
ま
れ

て
い
な
い
限
り
で
、
被
告
人
が
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実

⑹　

有
害
か
否
か
を
判
断
す
る
際
に
関
連
す
る
い
ま
一
つ
の
要
因
は
、
か
か
わ
っ
て
い
る
手
続
の
性
質
で
あ
る
。
刑
事
陪
審
は
最
も
法
廷
外

の
言
論
の
影
響
を
受
け
や
す
い
が
、
民
事
裁
判
は
比
較
的
法
廷
外
言
論
の
影
響
を
受
け
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
陪
審
に
よ
ら
な
い
審
理

や
調
停
手
続
は
さ
ら
に
影
響
が
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
本
条
は
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
け
る
法
廷
外
の
コ
メ
ン
ト
に
制
約
を
置
く
も
の
と

な
ろ
う
が
、
偏
向
の
見
込
み
は
手
続
の
種
類
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
と
な
る
か
も
し
れ
な
い（

（5
（

。

　

な
お
、
こ
の
と
き
に
は
、
検
察
官
独
自
の
職
務
倫
理
を
規
律
す
るRule3.8

の
な
か
に
、「Rule3.6

の
下
に
お
け
る
自
己
の
責
務
に

加
え
、
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
検
察
官
又
は
政
府
の
た
め
の
法
律
家
は
、
捜
査
官
、
法
執
行
機
関
、
被
用
者
又
は
刑
事
事
件
で
検
察
官
を

援
助
す
る
他
の
人
々
がRule3.6

で
禁
止
さ
れ
て
い
る
法
廷
外
供
述
を
行
わ
な
い
よ
う
合
理
的
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る（

（5
（

」
と
定
め
る

第
⒞
項
を
追
加
し
、
事
件
の
手
続
に
か
か
わ
っ
て
い
な
が
ら
法
律
家
の
範
疇
に
属
し
て
い
な
い
者
に
対
し
てRule 3.6

で
禁
止
さ
れ
て

い
る
法
廷
外
供
述
を
行
わ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
責
務
を
検
察
官
に
課
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
九
九
四
年
の
改
正
で
は
、
①
あ
ら
ゆ
る
法
律
家
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
適
用
で
き
た
従
来
の
規
定
を
改
め
て
、
事

件
の
捜
査
又
は
訴
訟
に
関
与
し
て
い
る
か
又
は
関
与
し
て
い
た
法
律
家
に
の
み
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
②
「
詳
細
を
述
べ
な
い

限
り
」
と
か
「
…
に
か
か
わ
ら
ず
」
と
い
っ
た
文
言
を
削
除
し
、「
法
律
家
が
裁
判
手
続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
が
あ
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る
と
認
識
す
る
か
、
又
は
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
」
コ
メ
ン
ト
に
関
し
て
第
⒜
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
「
か
か
わ
っ
て
い

る
主
張
、
攻
撃
又
は
抗
弁
」
を
法
律
家
が
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
を
置
く
こ
と
（
第
⒝
項
）、
③
あ
ま
り
に
も
否
定
的
な
内
容
か
ら

自
分
の
依
頼
者
を
保
護
す
る
た
め
に
代
理
人
が
必
要
に
応
じ
て
反
論
す
る
権
利
を
明
記
す
る
こ
と
（
第
⒞
項
）、
④
懲
戒
に
至
る
可
能
性

の
あ
る
供
述
の
類
型
を
列
挙
し
た
第
⒝
項
を
削
除
し
て
注
釈
で
示
す
に
と
ど
め
る
こ
と
（
注
釈（
５
））、
⑤
有
害
か
否
か
を
判
断
す
る
際

に
は
手
続
の
種
類
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
注
釈
で
明
記
す
る
こ
と
（
注
釈（
６
））
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ

ら
の
改
正
点
の
な
か
で
も
、
一
九
八
三
年
の
時
点
で
は
明
文
規
定
の
な
か
に
置
か
れ
て
い
た
許
さ
れ
な
い
法
廷
外
供
述
の
リ
ス
ト
を
削

除
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
い
く
ら
か
批
判
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ウ
ン
（Christopher J. Brow

n

）
教
授
は
「
当

該
修
正
は
当
ル
ー
ル
の
文
言
か
ら
条
文
を
削
除
し
て
当
ル
ー
ル
の
公
式
注
釈
に
文
言
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
ル
ー
ル
の
実
効
的
な

文
言
の
な
か
に
空
白
を
つ
く
り
出
す
も
の
で
あ
る
。
…
不
適
切
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
供
述
の
輪
郭
を
描
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
な
く
し

た
こ
と
は
当
ル
ー
ル
の
実
効
性
を
減
少
さ
せ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い（

（5
（

」
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈣　

そ
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ａ
は
二
〇
〇
二
年
に
も
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
を
改
正
す
る
な
か
で
、Rule3.6

を
次
の
よ
う
に
改
正
を
し

て
い
る
［
傍
線
は
白
井
］。

⃝

Ａ
Ｂ
Ａ
職
務
行
為
に
関
す
る
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
（
二
〇
〇
二
年
改
正
）

Rule3.6

［
事
件
の
公
表
］

⒜　

法
律
家
は
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
、
か
つ
裁
判
手
続
を
著
し
く
偏
向
さ
せ
る
実
質
的
な
見
込
み
が
あ

る
と
当
該
法
律
家
が
認
識
す
る
か
、
又
は
認
識
す
べ
き
で
あ
る
場
合
に
、
法
廷
外
供
述
を
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⒝　

第
⒜
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
家
は
以
下
に
掲
げ
る
事
柄
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑴　

か
か
わ
っ
て
い
る
主
張
、
攻
撃
又
は
抗
弁
、
及
び
法
が
許
容
す
る
場
合
を
除
い
て
、
か
か
わ
っ
て
い
る
人
々
の
身
許

⑵　

公
的
記
録
に
含
ま
れ
て
い
る
情
報

⑶　

事
件
の
捜
査
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
捜
査
、
犯
罪
若
し
く
は
主
張
・
抗
弁
の
一
般
的
な
範
囲
、
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い

て
、
関
与
し
て
い
る
人
物
の
身
許

⑷　

訴
訟
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
又
は
そ
の
結
果

⑸　

そ
れ
以
降
に
必
要
と
な
る
証
拠
及
び
情
報
を
得
る
た
め
の
遠
所
の
要
請

⑹　

個
人
若
し
く
は
公
益
に
実
質
的
な
害
悪
の
見
込
み
が
存
在
す
る
と
思
料
す
る
理
由
が
あ
る
場
合
に
、
関
与
し
て
い
る
人
物
の
行
動
に

関
す
る
危
険
の
警
告

⑺　

刑
事
事
件
に
お
け
る
、
以
下
に
掲
げ
る
事
柄

（
ⅰ
）
被
疑
者
・
被
告
人
の
身
許
、
住
所
、
職
業
、
家
族
構
成

（
ⅱ
）
被
疑
者
・
被
告
人
が
逮
捕
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
当
人
を
容
易
に
逮
捕
し
や
す
く
な
る
た
め
に
必
要
な
情
報

（
ⅲ
）
逮
捕
の
事
実
、
時
間
又
は
場
所

（
ⅳ
）
捜
査
官
及
び
逮
捕
者
又
は
捜
査
・
逮
捕
機
関
の
身
許
及
び
捜
査
の
期
間

⒞　

第
⒜
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
家
は
、
法
律
家
又
は
そ
の
依
頼
者
に
よ
っ
て
開
始
し
な
い
近
時
の
公
表
の
実
質
的
に
不
当
な
効
果
か
ら

依
頼
者
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
合
理
的
な
法
律
家
で
あ
れ
ば
思
料
す
る
で
あ
ろ
う
供
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
項
に
従
っ
て
な

さ
れ
る
供
述
は
、
近
時
の
不
利
益
な
公
表
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
に
限
る
も
の
と
す
る
。

⒟　

第
⒜
項
の
規
律
を
受
け
る
法
律
家
に
か
か
わ
る
法
律
事
務
所
又
は
政
府
機
関
の
法
律
家
は
、
第
⒜
項
で
禁
止
さ
れ
た
供
述
を
し
て
は
な

ら
な
い（

（5
（

。
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二
〇
〇
二
年
の
改
正
で
は
、
①
「
法
律
家
が
合
理
的
に
認
識
す
べ
き
で
あ
る
」
法
廷
外
供
述
に
対
し
て
、
そ
れ
が
公
表
さ
れ
る
お
そ

れ
と
そ
れ
に
よ
っ
て
手
続
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
両
方
を
判
断
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
及
び
②
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』

のRule1.0 
（j
）
で
用
い
ら
れ
て
い
る
故
意
（scienter

）
概
念
に
合
わ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、「
…
と
合
理
的
な
人
々
が
期
待

す
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
「
…
と
当
該
法
律
家
が
認
識
す
る
か
、
又
は
認
識
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
文
言
に
修
正
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
修
正
は
も
っ
ぱ
ら
文
言
の
変
更
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
一
九
九
四
年
に
改
正
さ
れ
た
ル
ー
ル
を
変
更

す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。
す
な
わ
ち
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』
は
、
全
米
の
あ
ら
ゆ
る
法
域
で
法
律
家
の
職
務

倫
理
規
程
を
制
定
す
る
際
の
“
モ
デ
ル
”
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
反
面
で
、
ジ
ェ
ン
タ
イ
ル
事
件
判
決
や
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・

ル
ー
ル
』
の
一
九
九
四
年
改
正
の
際
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
「［
文
言
の
］
曖
昧
さ
」
と
い
う
問
題
点
は
な
お
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵　

も
っ
と
も
、
連
邦
法
域
で
は
『
連
邦
規
則
集
（Code of Federal Regulations

）』
の
五
〇
・
二
条
の
な
か
に
連
邦
の
官
憲
が
情

報
公
開
を
す
る
際
に
遵
守
す
べ
き
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
「
刑
事
事
件
及
び
民
事
事
件
で
情
報
が
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ

ア
に
と
っ
て
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
司
法
を
運
営
す
る
な
か
で
ま
す
ま
す
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
問

題
意
識
の
下
で
「
連
邦
司
法
省
の
職
員
が
当
該
情
報
を
公
開
す
る
た
め
の
特
別
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
式
化
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

て
い
る（

（5
（

。
そ
こ
で
は
、「
い
う
ま
で
も
な
く
、
公
判
審
理
に
影
響
を
与
え
る
目
的
で
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
は
つ
ね
に
不
適
切
で
あ
る

が
、
法
の
運
営
に
つ
い
て
の
情
報
を
民
衆
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
は
正
当
な
理
由
が
あ
る
。
犯
罪
の
嫌
疑
で
告
発
さ
れ
た

個
人
や
連
邦
政
府
と
関
連
す
る
民
事
手
続
に
関
与
す
る
個
人
を
保
護
す
る
こ
と
と
犯
罪
の
抑
止
及
び
政
府
の
運
営
と
い
う
問
題
を
公
衆

が
理
解
す
る
こ
と
と
で
公
正
な
均
衡
を
は
か
る
と
い
う
任
務
は
、
法
を
運
営
す
る
責
任
を
負
う
者
と
出
版
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア
の
代
表

者
に
よ
る
健
全
な
裁
量
の
行
使
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い（

（5
（

」
と
い
う
考
え
の
下
で
、
検
察
官
を
含
む
連
邦
司
法
省
の
職
員
が
情
報

を
公
開
す
る
際
に
留
意
す
べ
き
事
柄
を
具
体
的
に
明
文
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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刑
事
事
件
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、『
連
邦
規
則
集
』
で
は
次
に
掲
げ
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

⃝

連
邦
規
則
集
・
第
二
八
編
（
裁
判
所
の
運
営
）

§50.2
［
連
邦
司
法
省
の
職
員
に
よ
る
刑
事
手
続
及
び
民
事
手
続
に
関
す
る
情
報
の
公
開
］

⒝
　
刑
事
訴
訟
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

⑴　

当
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
あ
る
者
が
犯
罪
捜
査
の
対
象
と
な
っ
た
時
点
か
ら
当
該
捜
査
の
結
果
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
手
続
が

公
判
審
理
又
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
っ
て
終
結
す
る
ま
で
、
情
報
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
公
開
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑵　

連
邦
司
法
省
の
職
員
は
、
い
か
な
る
と
き
も
、
被
告
人
の
公
判
審
理
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
目
的
で
あ
ら
ゆ
る
供
述
又
は
情
報
を
持

た
な
い
も
の
と
し
、
ま
た
、
当
該
供
述
又
は
情
報
が
継
続
中
又
は
将
来
の
公
判
審
理
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
う

る
場
合
に
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
う
る
あ
ら
ゆ
る
供
述
又
は
情
報
を
持
た
な

い
も
の
と
す
る
。

⑶　

法
律
又
は
裁
判
所
の
判
断
若
し
く
は
命
令
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
特
別
な
制
約
を
受
け
る
連
邦
司
法
省
の
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を

公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ⅰ
）
被
告
人
の
氏
名
、
年
齢
、
住
居
、
職
業
、
婚
姻
状
態
及
び
そ
れ
ら
に
類
す
る
背
景
に
か
か
わ
る
情
報

（
ⅱ
）
告
訴
状
、
正
式
起
訴
状
又
は
通
告
起
訴
状
の
よ
う
な
起
訴
の
実
体
又
は
そ
の
文
言

（
ⅲ
）
捜
査
機
関
や
逮
捕
機
関
の
身
許
及
び
捜
査
の
期
間
又
は
範
囲

（
ⅳ
）
逮
捕
の
時
間
及
び
場
所
、
抵
抗
、
追
跡
、
武
器
の
所
持
及
び
使
用
及
び
逮
捕
の
時
点
で
押
収
し
た
証
拠
物
件
の
描
写
を
含
む
、

逮
捕
に
直
接
か
か
わ
る
情
報
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公
開
は
、
議
論
の
余
地
が
な
い
事
実
問
題
の
み
を
含
め
る
べ
き
あ
り
、
主
観
的
所
見
を
含
め
る
べ
き
で
な
い
。
加
え
て
、
背
景
情
報
又

は
逮
捕
若
し
く
は
捜
査
の
状
況
に
関
す
る
情
報
が
高
度
に
偏
向
的
で
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
リ
リ
ー
ス
が
法
執
行
機
能
に
資
さ
な
い

場
合
に
当
該
情
報
は
公
開
す
べ
き
で
な
い
。

⑷　

連
邦
司
法
省
の
職
員
は
被
告
人
の
過
去
の
犯
罪
歴
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
流
布
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑸　

公
判
審
理
の
直
前
及
び
公
判
審
理
中
に
お
け
る
供
述
に
は
と
く
に
偏
向
の
危
険
が
生
じ
る
た
め
、
当
該
期
間
に
供
述
す
る
こ
と
は
慎
重

に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
供
述
又
は
情
報
の
リ
リ
ー
ス
は
状
況
に
よ
り
情
報
公
開
が
絶
対
に
必
要
と
な
る
限
定
的
な
場
合
に
の

み
な
さ
れ
る
も
の
と
し
、
か
つ
明
ら
か
に
偏
向
的
で
は
な
い
情
報
の
み
を
含
む
も
の
と
す
る
。

⑹　

一
般
的
に
、
一
定
種
類
の
情
報
の
リ
リ
ー
ス
は
重
要
な
法
執
行
機
能
に
資
す
る
こ
と
な
く
偏
向
の
危
険
を
つ
く
り
出
す
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
連
邦
司
法
省
の
職
員
は
次
に
掲
げ
る
情
報
の
公
表
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ⅰ
）
被
告
人
の
性
格
に
つ
い
て
の
所
見

（
ⅱ
）
被
告
人
に
帰
す
べ
き
供
述
、
自
認
、
自
白
若
し
く
は
ア
リ
バ
イ
、
又
は
被
告
人
の
供
述
拒
否
若
し
く
は
不
供
述

（
ⅲ
）
指
紋
鑑
定
、
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
、
条
痕
検
査
若
し
く
は
臨
床
検
査
等
捜
査
手
続
へ
の
言
及
、
又
は
被
告
人
の
当
該
検
査
へ
の
拒

否
若
し
く
は
不
実
施

（
ⅳ
）
証
人
と
な
る
見
込
み
の
あ
る
者
の
身
許
、
証
言
又
は
信
用
性
に
関
す
る
供
述

（
ⅴ
）
当
該
証
拠
が
公
判
廷
で
提
出
さ
れ
る
か
否
か
に
拘
ら
ず
、
事
件
の
証
拠
又
は
議
論
に
関
す
る
供
述

（
ⅵ
）
被
疑
者
・
被
告
人
の
有
罪
に
関
す
る
意
見
、
起
訴
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
答
弁
を
す
る
見
込
み
、
又
は
起
訴
事
実
よ
り
も

軽
微
な
犯
罪
に
つ
い
て
答
弁
を
す
る
見
込
み
に
関
す
る
意
見

⑺　

連
邦
司
法
省
の
職
員
は
連
邦
管
轄
の
な
か
で
拘
禁
又
は
移
送
さ
れ
た
被
疑
者
・
被
告
人
の
写
真
撮
影
又
は
テ
レ
ビ
放
映
に
つ
い
て 
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ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
を
援
助
す
る
行
動
を
取
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
法
執
行
機
能
に
資
さ
な
い
限
り
、
連
邦
司
法
省
の
代
表
者
は
被
告
人

の
写
真
を
入
手
す
べ
き
で
な
い
。

⑻　

こ
の
政
策
綱
領
は
、
司
法
機
関
か
ら
逃
走
し
た
被
告
人
に
関
す
る
情
報
の
リ
リ
ー
ス
を
制
限
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い（

（5
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、『
連
邦
規
則
集
』
で
は
、「
当
該
供
述
又
は
情
報
が
継
続
中
又
は
将
来
の
公
判
審
理
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
と
合
理

的
に
期
待
さ
れ
う
る
場
合
に
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
う
る
あ
ら
ゆ
る
供
述

又
は
情
報
を
持
た
な
い
」
と
い
う
基
本
方
針
の
下
で
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
は
『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』
と
変
わ

り
が
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
コ
ー
ド
』
で
は
公
表
す
べ
き
で
な
い
情
報
の
具
体
例
が
注
釈
で

列
挙
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
連
邦
規
則
集
』
で
は
明
文
規
定
の
な
か
で
、
事
件
に
関
す
る
情
報
の
な
か
で
も
い
か

な
る
も
の
を
公
開
し
て
よ
い
か
、
い
か
な
る
場
面
で
法
廷
外
供
述
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、『
Ａ
Ｂ
Ａ
モ
デ
ル
・
ル
ー
ル
』

よ
り
も
具
体
的
か
つ
詳
細
な
方
針
を
与
え
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。し
か
も
そ
こ
で
は
、「
被
告
人
の
公
判
審
理
の
結
果
に
影
響
を

与
え
る
目
的
で
あ
ら
ゆ
る
供
述
又
は
情
報
」
や
「
当
該
供
述
又
は
情
報
が
継
続
中
又
は
将
来
の
公
判
審
理
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
と

合
理
的
に
期
待
さ
れ
う
る
場
合
に
、
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
段
で
流
布
さ
れ
る
と
合
理
的
に
期
待
さ
れ
う
る
あ
ら
ゆ
る

供
述
又
は
情
報
」
に
つ
い
て
公
表
す
る
の
み
な
ら
ず
所
持
す
る
こ
と
を
も
禁
止
し
、
通
常
で
あ
れ
ば
公
表
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
「
高
度
に
偏
向
的
で
あ
る
」
か
、
あ
る
い
は
「
法
執
行
機
能
」
に
資
さ
な
い
場
合
に
は
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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二
九

３　

検
察
官
の
本
来
的
地
位
と
法
廷
外
供
述

⑴
㈠　

第
一
修
正
で
保
障
さ
れ
る
言
論
の
自
由
は
、
法
律
家
で
あ
っ
て
も
保
障
さ
れ
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
連

邦
最
高
裁
判
所
の
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
（Black, J.

）
は
、
コ
ニ
グ
ス
バ
ー
グ
事
件
（K

onigsberg v. State Bar of California

）
で
共
産

党
に
属
す
る
者
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
弁
護
士
会
へ
の
加
入
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
憲
法
違
反
と
判
じ
た
際
に
、法
廷
意
見
の
な
か
で
、

「
わ
れ
わ
れ
は
、
国
家
が
自
由
に
法
曹
を
選
ぶ
自
由
に
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
が
、
国
家
が
恣
意
的
ま
た
は
差
別
的
な
方
法
で

こ
の
権
力
を
行
使
し
な
い
こ
と
も
、
政
治
的
表
現
や
結
社
の
自
由
を
妨
げ
る
よ
う
に
し
な
い
こ
と
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
。
良
い
性
格

の
弁
護
士
で
構
成
さ
れ
た
法
曹
は
価
値
の
あ
る
目
的
だ
が
、そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
重
要
な
自
由
を
犠
牲
に
す
る
必
要
は
な
い
。

ま
た
、
社
会
に
と
っ
て
も
法
曹
自
体
に
と
っ
て
も
、
弁
護
士
が
及
び
腰
に
な
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
考
え
、
話
し
、
独
立
し
た
法
曹
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る（

（6
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ぺ
バ
ッ
ク
事
件
（Spevack v. K

lein

）
で
は
、
合
衆

国
憲
法
第
五
修
正
で
保
障
さ
れ
て
い
る
自
己
負
罪
拒
否
権
が
法
律
家
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る
旨
を
宣
言
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ダ
グ
ラ
ス

判
事
（D

ouglas, J.

）
が
法
廷
意
見
の
な
か
で
「
わ
れ
わ
れ
は
、
一
部
の
者
に
対
し
て
否
定
し
、
他
の
者
に
対
し
て
保
障
す
る
た
め
に
、

自
己
負
罪
拒
否
権
に
関
し
て
人
々
を
分
類
す
る
余
地
を
持
た
な
い
。
法
律
家
は
『
何
人
も
…
あ
ら
ゆ
る
刑
事
事
件
で
自
己
に
不
利
益
な

証
人
と
な
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
』
と
い
う
文
言
か
ら
除
外
さ
れ
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
文
言
に
例
外
が
な
い
こ

と
を
示
し
う
る
。
学
校
の
教
師
や
警
察
官
と
同
様
に
、
法
律
家
も
最
高
級
の
市
民
権
（first-class citizenship

）
を
享
受
し
て
い
る（

（6
（

」

と
述
べ
、
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
や
ブ
レ
ナ
ン
判
事
（Brennan, J.

）
も
こ
れ
に
賛
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈡　

と
り
わ
け
法
律
家
は
、
訴
訟
手
続
な
ど
で
事
件
の
当
事
者
の
主
張
や
利
益
を
擁
護
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
言
論

の
自
由
を
一
定
程
度
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
論
者
の
な
か
で
も
、
ケ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
教
授
は
「
代
理
人
の
言

論
は
し
ば
し
ば
依
頼
者
の
利
益
と
社
会
の
利
益
の
両
方
を
推
し
進
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
前
者
は
代
理
人
の
言
論
が
と
き
ど
き
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熱
情
的
に
代
理
す
る
義
務
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
後
者
は
代
理
人
の
言
論
が
第
一
修
正
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ

て
い
る
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
有
益
で
あ
る（

（6
（

」
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
教
授
は
具
体
的
に
、
①
相
手
方
当
事

者
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
発
言
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
し
ば
し
ば
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
発
言
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と（

（6
（

、
②
代
理
人
の
メ

デ
ィ
ア
に
向
け
た
言
論
は
決
定
的
な
証
拠
を
収
集
す
る
た
め
に
有
益
で
あ
り
、
警
察
及
び
検
察
は
証
人
や
他
の
証
拠
を
見
つ
け
る
に
あ

た
っ
て
公
衆
の
援
助
を
得
る
た
め
に
報
道
機
関
に
話
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
弁
護
士
で
あ
っ
て
も
し
ば
し
ば
メ
デ
ィ

ア
で
の
発
言
に
対
し
て
民
衆
が
名
乗
り
出
る
こ
と
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
こ
と（

（6
（

、
③
代
理
人
が
相
手
方
当
事
者
の
主
張
の
弱
点
を
指
摘

し
た
場
合
に
紛
争
は
解
決
し
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
代
理
人
が
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
て
発
言
す
る
こ
と
は
紛
争
の
解
決
を
促
す
た
め
に

も
有
益
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と（

（6
（

、
④
社
会
を
変
え
る
た
め
に
法
シ
ス
テ
ム
を
用
い
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
代
理
人
の
言
論
が
重
要

な
社
会
的
論
点
に
関
す
る
公
的
な
議
論
を
促
進
し
た
り
そ
れ
を
方
向
づ
け
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
点
で
代
理
人
の
発
言
は
依

頼
者
の
利
益
と
公
衆
の
利
益
の
両
方
を
推
し
進
め
る
た
め
に
有
益
で
あ
る
こ
と（

（6
（

、
⑤
民
衆
の
精
査
に
よ
っ
て
裁
判
官
が
慎
重
か
つ
公
正

に
判
断
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
、
代
理
人
は
と
き
と
し
て
事
件
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
惹
く
た
め
に
発
言
す
べ
き
で

あ
る
こ
と（

（6
（

を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（M

onroe H
. Freedm

an

）
教
授
と
ス
タ
ー
ウ
ッ
ド
（Janet Starw

ood

） 

教
授
は
「
代
理
人
は
専
門
的
な
代
弁
者
と
し
て
、
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
洗
練
さ
れ
て
お
ら
ず
物
を
は
っ
き
り
と
い
え
な
い
依
頼
者
よ

り
も
実
効
的
に
依
頼
者
の
観
点
か
ら
主
張
を
す
る
傾
向
に
あ
る（

（6
（

」
こ
と
か
ら
法
律
家
の
発
言
が
有
益
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
依
頼
者
は
報
道
機
関
と
個
人
的
に
や
り
取
り
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
と
き
、自
分
の
発
言
に
よ
っ
て
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
実
際
に
被
告
人
は
報
道
機
関
と
や
り
取
り
を
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
社

会
の
耳
目
を
か
な
り
集
め
て
い
る
事
件
の
被
告
人
は
し
ば
し
ば
保
釈
を
受
け
る
こ
と
な
く
身
体
を
拘
束
さ
れ
、
あ
る
い
は
本
人
の
手
の

届
か
な
い
と
こ
ろ
で
ま
と
め
て
保
釈
が
設
定
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
状
態
で
、
被
告
人
は
『
外
部
の
』
者
に
頼
ら
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い（

（6
（

」
と
い
う
こ
と
か
ら
「
報
道
機
関
と
や
り
取
り
を
す
る
論
理
必
然
的
な
選
択
肢
は
代
理
人
に
頼
る
こ
と
で
あ
ろ
う（

（7
（

」 
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈢　

検
察
官
の
公
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
①
公
官
庁
の
た
め
に
選
挙
活
動
を
す
る
者
（cam

paigner

）、
②
公
的
に

重
要
な
問
題
に
つ
い
て
民
衆
を
啓
蒙
し
た
り
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
官
憲
、
③
代
弁
者
と
い
う
三
つ
の
役
割
に
関
し
て
有
益
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

ま
ず
、「
公
官
庁
の
た
め
に
選
挙
活
動
を
す
る
者
」
と
い
う
立
場
に
つ
い
て
、
合
衆
国
で
は

―
連
邦
法
域
で
も
地
方
レ
ベ
ル
で 

も

―
殆
ど
の
検
察
官
は
有
権
者
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
お
り
、選
挙
活
動
に
お
け
る
検
察
官
の
言
論
は
第
一
修
正
に
よ
る
保
護

を
最
も
手
厚
く
受
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る（

（7
（

。
と
り
わ
け
、
検
察
官
は
自
分
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
公
的
義
務
を
い
か
に
し

て
果
た
し
て
い
る
か
を
有
権
者
に
知
ら
せ
る
〝
受
託
者
（fiduciary

）〟
と
し
て
の
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
察
官
の
法
廷
外

供
述
は
〝
公
共
の
奉
仕
者
（public servants
）〟
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

次
に
、
社
会
秩
序
の
維
持
に
責
任
を
負
う
官
憲
と
し
て
も
、
検
察
官
は
公
衆
に
対
し
て
発
言
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
検
察
官
の
メ
デ
ィ
ア
に
向
け
た
コ
メ
ン
ト
は
、
公
衆
に
対
し
て
、
地
域
社
会
で
危
険
が
生
じ
つ
づ
け
て
い

る
こ
と
を
警
告
し
た
り
、
と
く
に
脆
弱
な
活
動
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
の
安
全
を
促
進
し
う
る
こ
と
、

他
の
目
撃
者
又
は
被
害
者
に
情
報
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
遂
行
中
の
捜
査
を
援
助
し
う
る
こ
と
、
起
訴
や
有
罪
判
決
に
つ
い
て
公
衆
に

知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
市
民
に
犯
罪
行
動
に
着
手
し
な
い
よ
う
に
説
得
す
る
と
い
う
点
で
刑
罰
法
規
の
行
為
抑
止
効
果
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

　

最
後
に
、
検
察
官
は

―
弁
護
士
と
は
異
な
り
、
私
人
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し
て
行
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
は
い 

え

―
政
府
の
代
理
人
と
し
て
法
の
外
見
の
下
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、公
衆
に
向
け
て
発
言
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
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て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
検
察
官
は
起
訴
と
い
う
形
式
で

―
被
告
人
の
家
族
、
友
人
、
隣
人
や
仕
事
仲
間
も
含
め
て

―
一
般
社
会

に
向
け
て
最
も
有
害
で
本
人
の
評
価
を
損
な
い
う
る
起
訴
事
実
を
公
表
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
も
と
も
と
公
衆

の
精
査
を
受
け
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
か（

（7
（

、
弁
護
人
は
検
察
官
の
主
張
に
対
し
て
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
あ
る
と
い
う

こ
と
と
同
様
に
、
検
察
官
も
事
件
に
つ
い
て
法
や
職
務
倫
理
に
違
反
し
て
い
る
と
弁
護
人
が
非
難
し
た
と
き
に
公
然
と
反
論
を
す
る
権

限
が
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（7
（

。

⑵
㈠　

だ
が
他
方
で
は
、
法
律
家
は

―
報
道
機
関
を
含
む

―
一
般
市
民
よ
り
も
強
い
権
限
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
権
限
の
行
使

に
よ
っ
て
一
般
市
民
や
社
会
全
体
の
権
利
・
利
益
を
不
当
に
害
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
行
使
の
適
正
に
努
め
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
と
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
判
事
（Stew

art, J.

）
は
ソ
ー
ヤ
ー
事
件
（In re Saw

yer

）

の
賛
同
意
見
の
な
か
で
「
も
し
も
法
律
家
が
非
倫
理
的
行
為
に
対
す
る
均
等
な
規
律
か
ら
免
れ
る
た
め
に
言
論
の
自
由
と
い
う
憲
法
上

の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
そ
の
通
告
に
賛
同
し
な
い
。
法
律
家
は
適
切
さ
と
名
誉
と
い
う
継
承
さ
れ

た
基
準
を
持
つ
専
門
職
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
経
験
は
正
義
の
実
現
に
奉
仕
す
る
職
業
に
関
し
て
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
職
業
に
従
う
者
は
こ
の
基
準
に
適
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
倫
理
的
な
観
念
に
従
う
こ
と
は
他
の
状
況
で
あ
れ
ば
憲
法
上
保
護
さ

れ
る
言
論
を
慎
む
こ
と
を
要
求
す
る
か
も
し
れ
な
い（

（7
（

」
と
述
べ
て
い
る
ほ
か
、
ブ
レ
ナ
ン
判
事
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
事
件
の
法
廷
意
見
の

な
か
で
「
裁
判
所
の
職
員
と
代
理
人
は
裁
判
所
の
官
憲
と
し
て
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
害
悪
を
も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
司
法
の
公
正
な

運
営
を
妨
げ
る
公
的
議
論
に
着
手
し
な
い
受
託
者
と
し
て
の
責
務
を
負
っ
て
い
る（

（7
（

」
と
し
、
オ
コ
ナ
ー
判
事
も
ジ
ェ
ン
タ
イ
ル
事
件
の

賛
同
意
見
の
な
か
で
「
と
り
わ
け
、
国
家
は
報
道
機
関
よ
り
も
す
ば
や
く
、
継
続
中
の
事
件
で
依
頼
者
を
代
理
す
る
法
律
家
に
よ
る
言

論
を
規
制
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
点
に
私
は
同
意
す
る
。
法
律
家
は
裁
判
所
の
官
憲
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
さ
も
な
け
れ
ば
憲

法
上
保
護
さ
れ
た
言
論
に
着
手
し
な
い
よ
う
に
す
る
倫
理
上
の
訓
示
を
正
当
に
受
け
う
る（

（7
（

」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
律
家
が
一
般
市
民
よ
り
も
優
れ
た
地
位
や
権
限
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
説
明
も
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
判
事
（Frankfurter, J.

）
は
ソ
ー
ヤ
ー
事
件
の
反
対
意
見
の
な
か
で
「
司
法
の
運
営
に
積
極
的
に
従
事
し
て
い

る
代
理
人
は
単
な
る
他
の
市
民
で
は
な
い
。
彼
は
、
正
義
の
し
く
み
の
親
密
で
信
頼
で
き
る
不
可
欠
な
部
分
で
あ
り
、
最
も
説
得
力
あ

る
意
味
で
の
『
裁
判
所
の
役
人
』
で
あ
る
。
彼
は
不
公
平
又
は
法
の
原
則
に
従
わ
な
か
っ
た
と
い
う
告
発
を
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
持
っ

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
訴
訟
を
起
こ
し
た
裁
判
所
に
そ
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
機
会
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の

法
的
な
伝
統
の
基
本
、
究
極
的
に
は
当
裁
判
所
に
備
わ
っ
て
い
る
裁
判
体
が
依
然
と
し
て
司
法
権
を
行
使
し
て
い
る
限
り
、
彼
の
主
張

は
聴
き
入
れ
て
も
ら
っ
た
う
え
で
心
に
留
め
て
お
い
て
も
ら
え
る
の
で
あ
る（

（8
（

」
と
述
べ
、
レ
ン
ク
ィ
ス
ト
判
事
も
ジ
ェ
ン
タ
イ
ル
事
件

の
法
廷
意
見
の
な
か
で
「
継
続
中
の
事
件
で
依
頼
者
を
代
理
す
る
法
律
家
は
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
重
要
な
関
与
者
で
あ
り
、

国
家
は
法
律
家
の
言
論
と
行
動
を
規
制
す
る
に
当
た
っ
て
当
該
シ
ス
テ
ム
の
勧
告
に
い
く
ら
か
従
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
…
法

律
家
は
［
相
手
方
か
ら
の
］
開
示
や
依
頼
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
特
別
な
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
段
を
持
っ
て
い
る

た
め
、
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
は
、
そ
れ
が
と
く
に
権
威
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
継
続
中
の
手
続
の
公
正
を
脅
か

す
も
の
で
あ
る（

（8
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
地
方
レ
ベ
ル
で
も
「
事
件
に
関
連
す
る
記
録
を
持
つ
代
理
人
の
供
述
は
、
代
理
人
が

情
報
に
対
し
て
特
別
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
知
識
に
富
ん
で
い
て
信
頼
で
き
、
な
お
か
つ
真
正
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
傾
向
に
あ
る（

（8
（

」
と
か
「
代
理
人
の
代
弁
者
と
し
て
の
役
割
に
よ
り
、
代
理
人
は
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
効
率
性
を
覆
し
、
ま
た
は

そ
れ
を
破
壊
す
る
特
別
な
権
限
を
持
っ
て
い
る（

（8
（

」
と
い
う
考
え
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

㈡　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
律
家
は
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
る
ゆ
え
に
一
般
市
民
よ
り
も
厳
格
な
規
律
に
服
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

考
え
は
、
と
く
に
検
察
官
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
合
衆
国
の
検
察
官
が
訴
追
者
な
い
し
訴

追
側
代
理
人
と
し
て
有
責
の
被
告
人
の
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
無
実
の
者
が
誤
っ
て
有
罪
判
決
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
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四

る
こ
と
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
対
し
て
公
正
な
手
続
を
保
障
す
る
こ
と
に
配
慮
す
る
〝
準
司
法
官
（quasi-judicial

）〟
あ
る
い
は
〝
正

義
の
召
使
（m

inister of justice

）〟
と
し
て
の
責
務
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、
①
捜
査
段
階
か
ら
刑
の
執
行
に
至

る
ま
で
、
検
察
官
は
国
家
の
官
憲
あ
る
い
は
代
理
人
と
し
て
強
い
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
及
び
②
検
察
官
は
政
府
の
官
憲
な

い
し
代
理
人
と
い
う
地
位
に
立
つ
だ
け
で
な
く
、
一
般
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
を
手
続
の
な
か
で
推
し
進
め
て
実
現
す
る
と
い
う
「
主

権
の
代
表
者
」
と
い
う
地
位
も
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（8
（

。
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
も
、
検
察
官
が
こ
れ

ら
の
地
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
一
般
市
民
や
弁
護
士
以
上
に
厳
格
な
規
律
に
服
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
見
解
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

ア　

ま
ず
、
検
察
官
の
権
限
行
使
が
弁
護
士
以
上
に
厳
格
な
規
律
を
受
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
捜
査
段

階
か
ら
刑
の
執
行
に
至
る
ま
で
、
国
家
の
官
憲
あ
る
い
は
代
理
人
と
し
て
強
い
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

つ
と
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
（Robert Jackson

）
元
判
事
は
司
法
長
官
時
代
に
、「
検
察
官
が
他
の
誰
よ
り
も
市
民
の
生
命
・
自
由
・
評
価

を
支
配
し
…
彼
が
悪
意
や
他
の
卑
し
い
動
機
を
も
っ
て
行
動
し
た
場
合
に
は
、
最
悪
の
結
果
を
も
た
ら
す
権
力
と
な
る（

（8
（

」
と
い
う
考
え

か
ら
「
フ
ェ
ア
・
プ
レ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
は
、
権
限
濫
用
に
対
す
る
最
善
の
防
禦
手
段
で
あ
り
、
ま
た

市
民
の
安
全
は
、
人
間
的
親
切
心
を
も
っ
て
熱
意
を
和
ら
げ
、
被
害
者
で
は
な
く
真
実
を
追
求
し
、
党
派
的
目
的
で
は
な
く
法
律
に
奉

仕
し
、
そ
し
て
謙
遜
を
も
っ
て
職
務
に
取
り
組
む
検
察
官
に
懸
か
っ
て
い
る（

（8
（

」
と
主
張
し
、
ザ
カ
ラ
イ
ア
ス
（Fred C. Zacharias

）

教
授
も
「
拘
束
の
な
い
検
察
権
限
に
関
す
る
懸
念
は
特
別
な
倫
理
上
の
義
務
の
原
動
力
で
あ
る（

（8
（

」
と
い
う
認
識
の
下
で
「
起
草
者
は
、

公
正
な
刑
事
司
法
の
象
徴
と
し
て
、
検
察
官
は
内
在
す
る
資
源
を
不
当
に
活
用
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
濫
用

を
行
っ
た
検
察
官
は
『（
自
己
の
）
職
務
だ
け
で
な
く
、
政
府
、
そ
し
て
ま
さ
に
正
義
の
理
念
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
頼
』
を
覆
し
て
い

る（
（8
（

｣

と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（M

onroe H
. Freedm

an
）
教
授
と
ス
ミ
ス
（A

bbe Sm
ith

）
教
授
は
、
法
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執
行
機
能
に
資
す
る
た
め
に
検
察
官
が
公
衆
に
向
け
て
情
報
を
伝
達
し
た
り
、
弁
護
人
の
検
察
官
に
対
す
る
非
難
に
対
抗
し
た
り
す
る

た
め
に
法
廷
外
供
述
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
点
を
認
め
る
一
方
で
、「
政
府
の
代
理
人
と
し
て
、被
疑
者
・
被
告
人
の
公
的
非
難

を
高
め
る
法
廷
外
の
広
報
活
動
に
着
手
す
る
正
統
な
理
由
は
存
在
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
被
告
人
は
実
際
問
題
と
し
て
公
正
な
公
判
審

理
を
剥
奪
さ
れ
う
る
。
ま
た
、
公
判
前
の
段
階
で
被
疑
者
・
被
告
人
を
非
難
す
る
検
察
官
の
広
報
活
動
は
適
正
手
続
を
伴
わ
な
い
処
罰

の
過
酷
な
形
式
で
あ
る（

（8
（

」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ー
シ
ュ
マ
ン
（Bennett L. Gershm

an

）
教
授
も
、
①
「
検
察
官
は
刑

事
司
法
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
最
も
強
い
権
限
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
人
々
の
自
由
を
剥
奪
し
、
評
価
を
破
壊
し
、
当
人
の
死
さ
え
も
も

た
ら
し
う
る
『
政
府
の
最
も
恐
ろ
し
い
道
具
』
を
適
法
に
使
う
権
限
を
持
っ
て
い
る（

（9
（

」、
②
「
検
察
官
は
私
人
で
あ
る
依
頼
者
や
自
身
の

個
人
的
又
は
政
治
的
利
益
で
は
な
く
正
義
の
利
益
に
奉
仕
す
る
法
的
及
び
倫
理
的
義
務
を
負
っ
て
い
る（

（9
（

」、
③
「
検
察
官
は
つ
ね
に
メ

デ
ィ
ア
と
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
享
受
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
公
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
効
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る（

（9
（

」、
④
「
検
察

官
の
言
論
の
影
響
力
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
で
あ
る（

（9
（

」
と
い
っ
た
理
由
よ
り
、「
継
続
中
の
事
件
に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て
、
検
察
官

は
沈
黙
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る（

（9
（

」
と
主
張
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
ガ
ー
シ
ュ
マ
ン
教
授
は「
検
察
官
は
、
法
を
擁
護
し
て
悪
者
を
処

罰
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
『
正
義
の
推
進
者
（cham

pion

）』
と
し
て
公
衆
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
へ
の
闘
争
及
び

捜
査
及
び
訴
追
の
対
象
者
と
な
っ
て
い
る
特
定
個
人
に
つ
い
て
の
公
衆
の
意
見
を
形
成
す
る
能
力
を
独
自
に
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公

衆
に
対
し
て
メ
デ
ィ
ア
は
事
件
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
多
方
面
に
反
復
し
て
、
し
ば
し
ば
扇
動
的
に
伝
え
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
殆
ど
の
場
合
、
検
察
官
の
公
的
供
述
は
当
該
事
件
に
関
す
る
将
来
の
陪
審
員
を
偏
向
さ
せ
、
ひ
い
て
は
被
疑
者
・
被
告
人
に
対

す
る
先
入
観
を
与
え
る
お
そ
れ
を
持
っ
て
い
る（

（9
（

」
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
「
検
察
官
の
言
説
は
検
察
官
を
称
賛
し
、
検
察
官

を
法
に
違
反
し
た
も
の
に
対
し
て
地
域
社
会
と
法
の
支
配
を
保
護
す
る
者
及
び
真
実
の
特
別
な
監
視
者
・
保
護
者
と
み
な
し
、
そ
れ
ゆ

え
に
検
察
官
の
事
件
や
被
疑
者
・
被
告
人
に
つ
い
て
の
主
張
・
判
断
・
意
見
を
信
頼
す
る
文
化
の
な
か
で
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る（

（9
（

」
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三
六

と
も
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ　

ま
た
、
検
察
官
が
政
府
の
官
憲
な
い
し
代
理
人
と
い
う
地
位
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
を
手
続
の
な
か

で
推
し
進
め
て
実
現
す
る
と
い
う
「
主
権
の
代
表
者
」
と
い
う
地
位
も
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
検
察
官
の
権
限
行
使
に
は
謙

抑
さ
が
求
め
ら
れ
、
法
廷
外
供
述
に
関
し
て
も
［
場
合
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
以
上
に
］
厳
格
な
規
律
を
受
け
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
検
察
官
が
「
主
権
の
代
表
者
」
と
し
て
「
犯
罪
者
を
逃
さ
ず
、
無
辜
を
苦
し
め
な
い
」
と
い
う
二
重
の
目
的
の
実
現

を
期
待
さ
れ
て
い
る
要
因
と
し
て
、依
頼
者
の
利
益
を
熱
情
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
通
常
の
代
理
人
と
は
異
な
り
、

検
察
官
は
社
会
全
体
の
利
益
を
代
表
す
る
「
主
権
の
代
表
者
」
と
し
て
共
同
財
を
代
表
し
、
そ
の
な
か
に
は
犯
罪
の
発
見
や
公
共
の
安

全
と
い
う
利
益
と
と
も
に
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
メ
ン
バ
ー
が
公
正
に
扱
わ
れ
、
圧
政
か
ら
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
保
障
す
る
利
益
を
も

含
ま
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
公
正
と
中
立
と
い
う
特
別
の
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
と
も
説
明
さ
れ（

（9
（

、「
と
り
わ
け
刑
事
法
の
領
域
で
は
、

憲
法
・
法
律
上
の
制
度
の
な
か
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を
目
指
し
て
『
正
義
を
実
現
す
る
』
こ
と
が
主
権
の
目
標
の
ひ

と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
目
標
の
な
か
に
は
、
①
犯
罪
者
の
有
罪
・
処
罰
を
通
じ
て
刑
事
法
を
執
行
す
る
こ
と
、

②
無
辜
の
処
罰
を
避
け
る
こ
と
、
③
被
告
人
な
ど
に
対
し
て
適
法
か
つ
公
正
な
手
続
を
与
え
る
こ
と
、
④
均
衡
を
も
っ
て
個
人
を
取
り

扱
う
こ
と

―
し
か
る
べ
き
刑
よ
り
も
厳
格
に
個
人
を
罰
し
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と

―
、
⑤
犯
罪
者
を
概
ね
平
等
に
扱
う
こ

と

―
等
し
き
も
の
を
等
し
く
扱
う
こ
と

―
が
含
ま
れ
て
お
り
、
検
察
官
は
主
権
の
目
標
を
実
現
す
る
に
当
た
っ
て
個
々
の
事
件

で
発
生
し
て
い
る
葛
藤
を
解
消
す
る
こ
と
が
任
務
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る（

（9
（

」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。　

　

検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
も
、
ガ
ー
シ
ュ
マ
ン
教
授
は
「
候
補
者
と
し
て
の
言
論
や
民
衆
が
関
心
を
持
つ
問
題
に
関
す
る
言

論
は
必
要
か
つ
正
統
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る（

（9
（

」こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、「
継
続
中
の
事
件
や
被
疑
者
・
被

告
人
に
関
す
る
供
述
の
よ
う
な
、
検
察
の
正
統
な
利
益
に
資
さ
な
い
法
廷
外
供
述
に
そ
の
こ
と
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
件
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に
関
す
る
発
言
に
つ
い
て
検
察
官
が
持
っ
て
い
る
利
益
や
こ
れ
ら
の
事
件
に
つ
い
て
検
察
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
民
衆
が

持
っ
て
い
る
利
益
は
、
中
立
な
陪
審
に
よ
る
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
被
疑
者
・
被
告
人
の
憲
法
上
の
権
利
に
劣
っ
て
い
る（

（10
（

」
と
指
摘
し

て
い
る
。
つ
と
に
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
レ
ン
ク
ィ
ス
ト
判
事
は
ジ
ェ
ン
タ
イ
ル
事
件
の
法
廷
意
見
の
な
か
で
「
刑
事
事
件
に
お
け
る

公
判
審
理
の
結
果
は
、
事
件
の
可
能
性
を
殆
ど
知
ら
ず
、
裁
判
所
の
手
続
の
な
か
で
面
前
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
た
物

件
に
基
づ
い
て
判
断
を
下
す
中
立
的
な
陪
審
員
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
決
し
て
公
判
審
理
で
許
容
さ
れ
な
い
証
拠
に
基

づ
く
法
定
外
の
コ
メ
ン
ト
や
そ
れ
に
関
す
る
議
論
、
事
実
に
関
す
る
自
身
の
意
見
を
伝
え
る
代
理
人
の
供
述
は
、
明
ら
か
に
こ
の
基
本

的
な
信
条
を
覆
す
も
の
で
あ
る（

（10
（

」
と
い
う
考
え
を
表
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ガ
ー
シ
ュ
マ
ン
教
授
も
検
察
官
の
法
廷
外
供
述

に
つ
い
て
、「
刑
事
事
件
の
公
判
審
理
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
で
は
な
く
、
法
廷
で
開
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
刑
事
被
告
人
は
中
立
的
な

陪
審
に
よ
る
公
正
な
公
判
審
理
を
保
障
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
公
正
な
公
判
審
理
を
受
け
る
権
利
は
『
あ
ら
ゆ
る
自
由
の
な
か
で
最
も

基
本
的
な
［
権
利
］』
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
検
察
官
が
許
容
さ
れ
る
見
込
み
の
な
い
証
拠
や
許
容
さ
れ
な
い
自
白
に
つ
い
て
の
無
責
任
な

公
的
供
述
、
被
告
人
の
性
格
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
及
び
被
告
人
の
有
罪
に
つ
い
て
の
意
見
に
よ
っ
て
検
察
官
が
前
も
っ
て
手
続
き
を

汚
染
し
た
な
ら
ば
、
必
然
的
に
公
正
な
公
判
審
理
を
構
成
す
る
要
素
は
公
正
な
公
判
審
理
を
保
障
し
な
く
な
る（

（10
（

」
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。

㈢　

も
っ
と
も
、
検
察
官
を
は
じ
め
と
す
る
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
を
厳
格
に
規
制
す
る
考
え
に
対
し
て
は
、
当
該
法
廷
外
供
述
が
あ

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
陪
審
の
判
断
が
偏
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
最
高
裁
判
所

の
ケ
ネ
デ
ィ
判
事
が
ジ
ェ
ン
タ
イ
ル
事
件
に
お
け
る
法
廷
意
見
の
な
か
で
、「
公
判
前
の
発
言
か
ら
偶
然
に
偏
向
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
は
ご

く
ま
れ
で
あ
る
。
実
証
的
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
陪
審
員
が
大
規
模
か
つ
偏
向
的
な
発
言
を
見
聞
き
し
た
わ
ず
か
な
事
件
で
あ
っ
て
も
、

陪
審
員
は
そ
れ
を
無
視
し
た
う
え
で
、
裁
判
所
で
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ
い
て
評
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
予
備
尋
問
（voir 
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dire
）
は
陪
審
員
に
対
し
て
法
廷
外
の
情
報
を
排
除
す
る
こ
と
や
公
判
で
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
基
づ
い
て
事
件
を
判
断
さ
せ
る
こ
と
を

想
起
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
す
べ
て
、
継
続
中
の
事
件
に
つ
い
て
代
理
人
が
言
論
を
す
る
方
向
に

作
用
し
て
い
る（

（10
（

」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ケ
メ
リ
ン
ス
キ
ー
教
授
は
「
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
報
道
が
陪
審
に
影
響
を
与
え
る
か
否

か
は
不
確
か
で
、
恐
ら
く
知
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
第
一
修
正
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
規
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
あ
ま

り
に
も
不
確
実
な
と
こ
ろ
が
多
す
ぎ
る（

（10
（

」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

だ
が
本
来
的
に
、
合
衆
国
に
お
け
る
刑
事
手
続
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
適
正
手
続
の
原
則
は
、
結
果
的
に
事
案
の
真
相
が
公
正
か
つ

中
立
的
に
解
明
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
連
邦
最
高
裁
判
所
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
判
事

（Frankfurter, J.

）
は
オ
フ
ト
事
件
（O

ffutt v. U
nited States

）
の
法
廷
意
見
の
な
か
で
「
正
義
は
正
義
の
外
観
を
具
備
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い（

（10
（

」
と
主
張
し
、
ブ
レ
ナ
ン
判
事
も
ヤ
ン
グ
事
件
（Y

oung v. U
nited States ex rel. V

uitton

）
の
法
廷
意
見
の
な

か
で
、「
利
害
の
あ
る
検
察
官
の
選
任
は
不
適
切
の
外
観
を
作
り
出
し
、ひ
い
て
は
刑
事
司
法
制
度
全
体
の
公
正
に
対
す
る
信
頼
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
に
な
る（

（10
（

」
と
い
う
こ
と
を
論
拠
に
挙
げ
て
、
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
社
の
製
品
を
模
倣
し
た
物
品
の
製
造
・
販
売
・
頒
布
の
差
止

め
命
令
の
違
反
と
い
う
法
廷
侮
辱
の
刑
事
訴
訟
で
地
方
裁
判
所
が
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
社
の
顧
問
弁
護
士
ら
を
検
察
官
役
に
任
命
し
た
こ
と

を
違
法
と
し
て
い
る（

（10
（

。
検
察
官
の
公
的
供
述
に
つ
い
て
も
、
ガ
ー
シ
ュ
マ
ン
教
授
は
、
た
と
え
最
終
的
に
有
罪
と
な
ら
な
か
っ
た
と
し

て
も
「
被
疑
者
・
被
告
人
の
評
価
を
貶
め
た
り
、
公
正
な
公
判
審
理
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
し
た
り
、
刑
罰
法
規
が
運
用
さ
れ
る
方
法

に
対
す
る
民
衆
の
敬
意
を
覆
し
う
る（

（10
（

」
と
か
「
最
も
悲
劇
的
な
こ
と
と
し
て
、
無
実
の
者
の
有
罪
判
決
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
持
っ
て

い
る（

（10
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
一
般
的
に
ひ
と
た
び
事
件
に
つ
い
て
予
断
・
偏
見
を
抱
い
た
場
合
に
そ
れ
を
払
し
ょ
く
す
る

こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
不
当
に
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

た
と
え
裁
判
所
で
正
当
な
判
断
が
下
さ
れ
た
と
し
て
も
、
一
般
社
会
で
当
該
事
件
や
被
疑
者
・
被
告
人
に
つ
い
て
の
先
入
観
が
幅
広
く
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蔓
延
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
疑
者
・
被
告
人
で
あ
っ
た
者
の
社
会
復
帰
に
支
障
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
う
る
。

検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
者
よ
り
も
謙
抑
を
求
め
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
供
述
の
悪
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
と
と
も
に
、
不
正
の
外
観
が
つ
く
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
抑
止
す
る
こ
と
で
司
法
制
度
の
運
営
を
円
滑
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
う
る
の
で
あ
る
。

４　

知
見
と
検
討

　

以
上
で
概
観
し
た
と
お
り
、
合
衆
国
で
は
か
つ
て
よ
り
、
法
律
家
の
法
廷
外
供
述
が
裁
判
手
続
の
公
正
を
妨
げ
る
お
そ
れ
を
孕
ん
で

い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
と
り
わ
け
国
家
権
力
と
し
て
強
い
権
限
を
掌
握
し
、
か
つ
メ
デ
ィ
ア
と
の
あ
い
だ
で
も
密
接
な
関
係
を
構
築

し
て
い
る
検
察
官
が
公
衆
に
向
け
て
情
報
を
公
開
し
た
り
発
言
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
強
い
警
戒
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
検
察
官
は
一
方
で
、
社
会
秩
序
の
維
持
な
ど
重
要
な
社
会
的
利
益
を
は
か
る
た
め
に
、
公
衆
に
向
け
て
供
述
を
す
る
こ
と
が
職

務
上
必
要
と
な
っ
て
く
る
場
面
が
存
在
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
検
察
官
が
公
開
す
る
情
報
に
よ

っ
て
は
、
公
判
審
理
の
公
正
を
歪
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
個
人
的
利
益
を
過
度
に
侵
害
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
法
執
行
機
能
を
果
た
す
う
え
で
も
却
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
対
し
て
は
、「
国
家
の
官
憲
・
代
理
人
」
な
い
し
「
主
権
の
代
表
者
」
と
し
て
、
法
執
行
の
利
益
と
公
判
審
理

の
公
正
と
い
う
社
会
的
利
益
及
び
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・
利
益
と
の
あ
い
だ
で
調
整
を
は
か
る
こ
と
が
検
察
官
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
、
検
察
官
が
裁
判
手
続
以
外
の
と
こ
ろ
で
供
述
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
な
ど
が
健
全
な
裁
量
を
行
使
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
、
従
前
の
法
的
・
倫
理
的
規
制
に
対
し
て
は
、
文
言
が
曖
昧
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
第
一
修
正
で
保
障
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さ
れ
る
言
論
の
自
由
と
の
関
係
で
、
検
察
官
の
発
言
に
対
し
て
萎
縮
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
示

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
論
者
に
よ
っ
て
「
良
心
的
な
検
察
官
は
公
判
前
の
段
階
で
広
報
活
動
を
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
。

…
明
ら
か
に
、
検
察
官
の
行
動
に
関
す
る
受
入
ら
れ
る
基
準
に
反
す
る
行
動
を
し
て
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
者
は
被
告
人
の
公
的
非
難
を

高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
を
称
賛
す
る
比
較
的
少
数
の
検
察
官
で
あ
る（

（11
（

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
規
定
の
内
容
に
つ
い
て
議
論
の
余

地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
検
察
官
の
本
来
的
な
責
務
に
照
ら
し
て
特
別
に
倫
理
的
な
規
律
を
定
め
て
い
る
合
衆
国
の
制
度
は
わ

が
国
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も
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考
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三
　
わ
が
国
に
お
け
る
検
察
官
の
地
位
と
法
廷
外
供
述
の
在
り
方

１　

検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
対
す
る
倫
理
的
規
律
の
必
要
性

⑴　

近
時
の
検
察
制
度
改
革
に
向
け
た
議
論
で
は
、
検
察
の
綱
紀
粛
正
の
在
り
方
を
検
討
す
る
際
に
検
察
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
が
問

題
と
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
方
策
と
し
て
特
別
な
倫
理
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
提
言
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
』
の
場
で
は
、
そ
れ
ま
で
検
察
の
在
り
方
を
め
ぐ
る
倫
理
規
定
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
た

『
検
察
の
理
念
』
に
つ
い
て
「
弁
護
士
の
職
務
基
本
規
程
だ
と
か
諸
外
国
の
倫
理
規
程
に
比
較
す
る
と
か
な
り
少
な
い
、
一
〇
項
目
し

か
挙
が
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
分
や
は
り
、
か
な
り
抽
象
的
で
は
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
具
体
性
が

な
く
て
、
本
当
に
こ
れ
で
懲
戒
の
規
定
に
な
る
の
か
な
と
い
う
疑
問
が
ま
ず
あ
り
ま
し
た（

（11
（

」
と
い
う
批
判
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
に
関
し

て
は
「
第
七
番
目
の
と
こ
ろ
で
、
秘
密
を
厳
格
に
保
持
せ
よ
と
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
逆
に
、
報
道
機
関
に
情
報
を
出
す
と
き
に

ど
う
い
う
こ
と
に
気
を
つ
け
な
さ
い
、
そ
う
い
う
規
範
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
も
全
く
な
く
て
、
行
為
の
基
準

が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
言
わ
ば
社
会
と
検
察
の
対
話
の
基
盤
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す（

（11
（

」

と
い
っ
た
問
題
意
識
の
下
で
、
と
り
わ
け
「
今
回
の
［
元
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
］
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
新
聞
記
者
の
自
宅
で
そ
れ
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
行
為
規
範
の
具
体

例
の
一
つ
で
す
け
れ
ど
も
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
検
察
官
の
関
係
に
つ
い
て
、
一
定
の
規
範
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す（

（11
（

」
と
い
っ

た
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
論
者
か
ら
は
、
警
察
の
倫
理
規
程
と
対
比
で
「
警
察
官
は
、
金
銭
の
使
途
、
交
際
相
手
、

旅
行
先
等
一
定
の
私
生
活
上
の
報
告
義
務
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
捜
査
機
関
が
国
民
の
信
頼
の
下
で
倫
理
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
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を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
同
じ
く
捜
査
機
関
に
当
た
る
検
察
官
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
反
社
会
的
勢
力
と
の
関
係
排
除
、
情
報
漏
洩
の

防
止
等
に
関
す
る
一
定
の
職
務
外
の
規
律
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か（

（11
（

」
と
い
う
意
見
が
あ
る
ほ
か
、
公
判
審
理
の
公
正
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
も
、「
裁
判
の
結
果
に
つ
い
て
先
入
観
を
持
た
せ
る
こ
と
を
控
え
る
の
が
当
局
の
義
務
で
あ
り
、報
道
機
関
は
無
罪
推
定
を
損

な
う
よ
う
な
報
道
を
回
避
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
被
告
人
に
対
す
る
報
道
に
つ
い
て
検
察
官
の
倫
理
規
範
・
職
務
基
本
規
程
が
必

要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（11
（

。

　

し
か
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
検
察
の
関
係
や
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
つ
い
て
特
別
に
倫
理
規
程
を
設
け
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
な

ぜ
検
察
官
の
み
に
特
別
な
職
務
倫
理
規
程
を
必
要
と
す
る
の
か
と
い
う
点
で
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、『
法
務
・
検
察
行
政
刷

新
会
議
』
の
場
で
は
、「
我
が
国
の
場
合
で
す
と
、
刑
訴
法
四
七
条
も
あ
り
ま
す
し
、
国
家
公
務
員
法
も
あ
り
ま
し
て
、
制
度
的
に
は
…

法
的
な
手
当
て
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、［
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
］我
が
国
の
方
が
よ
ほ
ど
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
…
逆
に
情
報
漏
え
い
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
ん
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
に
基
づ
い
て
、
直
罰
で
す
か
ら
告
発
も
で
き
ま
す
し
、

苦
情
の
申
立
制
度
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
う
い
う
是
正
措
置
ま
で
制
度
的
に
は
完
備
し
て
い
る
と
い
う
の
が
我
が
国
の
現
状
で
は
な
い
か

な（
（11
（

と
い
う
こ
と
を
思
い
ま
し
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
ほ
か
、
検
察
実
務
経
験
者
か
ら
も
「
一
般
職
の
国
家
公
務
員
で
あ
る
検
察
官
と

し
て
は
、
ど
う
し
て
も
現
行
の
公
務
員
法
制
の
中
で
、
そ
の
倫
理
の
規
律
の
中
で
生
き
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
大
変
何
か
、
ど
う

い
う
風
に
対
応
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
な
と
、
非
常
に
困
惑
し
て
い
る（

（11
（

」
と
い
っ
た
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
民
間
人
で
あ
る
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
も
「
私
は
個
人
的
に
は
、
検
察
官
の
方
々
だ
け
特
別
視
し
て
、
今
あ
る
以
上
に
、
今
あ

る
規
程
を
超
え
て
、
何
か
加
え
て
追
加
的
に
明
文
化
し
て
、
職
務
外
の
行
動
を
縛
る
よ
う
な
必
要
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
な
い
の
で
は

な
い
か
な
と
い
う
風
に
感
じ
ま
す（

（11
（

」
と
い
っ
た
意
見
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵　

確
か
に
、
わ
が
国
の
検
察
権
は
「
刑
罰
権
の
行
使
と
い
う
国
家
目
的
を
追
求
す
る
一
つ
の
行
政
作
用
を
営
む
も
の
で
、
本
質
上
行
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政
権
に
属
す
る（

（11
（

」
も
の
で
、
そ
の
行
使
は
内
閣
が
国
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（12
（

。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
権
限
を
掌
握
す
る
検
察
官
に
つ
い
て
も
、一
部
で
は
法
曹
に
属
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
つ
つ
、む
し
ろ
社
会
秩
序
の
維
持
・

実
現
に
責
任
を
負
う
〝
行
政
官
〟
と
し
て
の
側
面
が
前
面
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
国
家
公
務
員
法
は
国

家
公
務
員
に
対
し
て
「
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」（
一
〇
〇
条
一
項
）
と
し
、
そ
の
違
反
に
対
し
て

は
「
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」（
一
〇
九
条
一
二
号
）
と
す
る
こ
と
で
「
公
務
の
公
正
・
民
主
的
か
つ
効

率
的
運
営
の
確
保
」
と
「
行
政
の
収
集
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
の
保
護
」
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（12
（

。

　

ま
た
、
刑
訴
法
四
七
条
は
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
は
、
公
判
の
開
廷
前
に
は
、
こ
れ
を
公
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
公
益
上
の

必
要
そ
の
他
の
事
由
が
あ
つ
て
、
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
し
て
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
書
類
に
関
す
る

非
公
開
原
則
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
判
例
の
な
か
で
「
訴
訟
に
関
す
る
書
類
が
公
判
開
廷
前
に
公
開
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
訴
訟
関
係
人
の
名
誉
を
毀
損
し
公
序
良
俗
を
害
し
ま
た
は
裁
判
に
対
す
る
不
当
な
影
響
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
防
止
す
る

趣
旨（

（12
（

」
と
か
「
そ
れ
が
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
、
被
疑
者
及
び
関
係
者
の
名
誉
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
公

序
良
俗
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
又
は
捜
査
、
刑
事
裁
判
が
不
当
な
影
響
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
の
弊
害
が
発
生
す
る
の
を
防

止
す
る（

（12
（

」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
で
定
め
ら
れ
て
い
る
守
秘
義
務
は
「
国
家
公
務
員
」
あ
る
い
は
「
訴
訟
に
関
わ
る
者
」
で
あ
れ
ば
幅
広
く
課
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
検
察
官
で
あ
っ
て
も
そ
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
義
務
の
対
象
者
で
あ
る
な
か
で
も
、
検

察
官
は
捜
査
段
階
か
ら
刑
の
執
行
に
至
る
ま
で
幅
広
く
権
限
を
掌
握
し
、
そ
の
行
使
の
あ
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
一
般
市
民
の
権
利
・
利

益
を
著
し
く
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
点
は
、ま
ず
も
っ
て
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。と
り
わ
け
、検
察
官
は
専
権
と
し
て
起
訴
・

不
起
訴
を
判
断
し
、起
訴
処
分
を
下
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
公
判
段
階
で
被
告
人
の
有
罪
を
立
証
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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他
の
担
い
手
と
比
べ
て
幅
広
く
情
報
を
掌
握
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
検
察
官
は
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現
と
い
う

社
会
的
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
、
と
き
と
し
て
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
検
察
官
の
側
で
は
一
般
市
民
に
対
し
て
特
定
犯
罪
な

ど
の
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
考
え
る
と
き
が
あ
り
、
一
般
市
民
の
側
で
も
検
察
官
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
権
力
者
か
ら
の
も
の
と
し
て
高
い
信
用
性
を
与
え
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
刑
事
手

続
の
な
か
で
も
一
般
市
民
に
対
し
て
も
高
い
影
響
力
を
有
す
る
権
限
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
検
察
官
は
自
身
の
権
限
行
使
に
よ

っ
て
社
会
的
・
個
人
的
な
利
益
が
不
当
に
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
他
の
官
憲
以
上
に
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
う
る
。

　

ま
た
、
戦
後
の
刑
事
司
法
制
度
改
革
を
通
じ
て
検
察
官
は
組
織
・
地
位
の
面
で
裁
判
官
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
は
い

え
、
検
察
権
は
依
然
と
し
て
裁
判
所
の
司
法
権
と
密
着
し
て
い
て
司
法
的
性
質
が
き
わ
め
て
強
い
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る（

（12
（

。
そ
も
そ

も
、
検
察
官
は
「
公
益
の
代
表
者
」
と
し
て
法
の
正
当
な
運
用
を
請
求
す
る
こ
と
を
も
任
務
と
し
て
い
る
（
検
察
庁
法
四
条
参
照
）。
実

際
に
、
こ
の
よ
う
な
「
公
益
の
代
表
者
」
と
い
う
独
自
の
地
位
か
ら
は
、
被
告
人
の
有
罪
判
決
を
獲
得
す
る
た
め
に
党
派
的
な
権
限
行

使
を
す
る
だ
け
で
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
例
え
ば
無
罪
判
決
の
請
求
を
論
告
等
で
主
張
す
る
な
ど
、
被
疑
者
・
被
告
人
に
有
利
な
権
限

行
使
を
す
る
こ
と
も
事
件
に
よ
っ
て
は
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（12
（

。
刑
事
司
法
で
実
現
す
べ
き
社
会
的
利
益
の
な
か
に
は
、
犯
罪
者

を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
を
維
持
・
実
現
し
て
い
く
こ
と
の
ほ
か
、
誤
っ
て
無
実
の
者
が
有
罪
と
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
、
そ
し
て
真
犯
人
に
対
し
て
も
、
訴
訟
手
続
の
結
果
が
中
立
的
か
つ
公
正
な
審
理
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
、
被
疑
者
・
被

告
人
に
と
っ
て
も
公
正
と
思
わ
れ
る
手
続
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の
と
い
え
る
。
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
が
裁
判
手

続
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
点
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
検
察
官
が
刑
事
手
続
の
公
正
を
著
し
く
害
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
情
報
を
開
示
し
な
い
で
お
く
こ
と
は
、
検
察
官
の
社
会
的
利
益
の
代
表
者
と
し
て
の
地
位
に
も
適
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
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よ
う
。

⑶　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
で
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
も
の
は
、
国
家
公
務
員
が
「
一
般
に
了
知
さ
れ
て
い
な
い
事
実
で

あ
っ
て
、
そ
れ
を
一
般
に
了
知
せ
し
め
る
こ
と
が
一
定
の
利
益
の
侵
害
に
な
る
と
客
観
的
に
考
え
ら
れ
る
も
の（

（12
（

」、
あ
る
い
は
「
被
疑
事

件
又
は
被
告
事
件
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
書
類（

（12
（

」
で
あ
り
、
事
件
に
関
す
る
検
察
官
の
個
人
的
意
見
が
必
ず
し
も
含
ま
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
だ
が
、
公
判
審
理
の
な
か
で
披
露
さ
れ
る
意
見
と
同
様
に
、
捜
査
過
程
で
あ
ら
ゆ
る
事
実
に
ア
ク
セ
ス
し
た
う
え
で
「
公
益
の

代
表
者
」と
し
て
披
露
さ
れ
る
検
察
官
の
意
見
は

―
た
と
え
そ
れ
が
本
質
的
に
事
実
認
定
者
の
感
情
を
か
き
立
て
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
し
て
も

―
事
実
認
定
者
の
判
断
を
不
当
に
ゆ
が
め
て
し
ま
う
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
実
際
、
合
衆
国
に
お
け
る
法

律
家
は
「
公
判
廷
で
、
法
律
家
自
身
が
関
連
性
あ
り
と
合
理
的
に
思
料
し
え
な
い
事
柄
も
し
く
は
許
容
性
あ
る
証
拠
に
よ
っ
て
裏
付
け

ら
れ
て
い
な
い
事
柄
に
つ
い
て
ほ
の
め
か
す
こ
と
、
証
人
と
し
て
証
言
す
る
場
合
を
除
き
、
争
点
に
関
す
る
事
実
に
つ
い
て
個
人
的
な

知
識
を
述
べ
る
こ
と
、
又
は
訴
え
の
正
当
性
、
証
人
の
信
用
性
…
も
し
く
は
刑
事
被
告
人
の
有
罪
・
無
罪
に
つ
い
て
個
人
的
な
意
見
を

述
べ
る
こ
と
」
を
し
な
い
も
の
と
さ
れ（

（12
（

、
わ
が
国
で
も
当
該
事
件
の
事
実
認
定
と
関
連
性
を
有
し
な
い
検
察
官
の
主
張
は
「
事
件
に
関

係
の
な
い
事
項
に
わ
た
る
」
と
し
て
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
（
刑
訴
法
二
九
五
条
一
項
参
照
）。
少
な
く
と
も
、
検

察
官
の
言
論
が
持
つ
影
響
力
を
考
え
る
な
ら
ば
、
公
判
審
理
で
披
露
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
事
件
に
関
す
る
意
見
は
法
廷
外
で
も
述

べ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
む
し
ろ
、
本
来
的
に
刑
事
事
件
の
真
相
は
偏
頗
の
な
い
・
公
正
な
事
実
認
定
者
が
解
明
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
建
前
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
あ
た
か
も
事
実
認
定
者
の
判
断
を
先
取
り
あ
る
い
は
牽
制
す
る
か
の
よ
う
な
意
見
を
検
察
官
が

法
廷
外
で
述
べ
る
こ
と
は
厳
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
い
え
よ
う
。
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検
察
官
の
法
廷
外
供
述
と
言
論
の
自
由

⑴　

も
っ
と
も
、
憲
法
二
一
条
一
項
は
「
集
会
、
結
社
及
び
言
論
、
出
版
そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
」
と
し

て
言
論
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
。
こ
の
権
利
は
「
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
自
己
自
身
や
自
己
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
過
程
の
な
か
で
自
己
を
自
律
的
に
規
定
し
、
規
定
し
た
自
己
を
実
現
し
て
い
く
」
と
と
も
に
「
個
人

の
尊
厳
を
原
理
と
す
る
社
会
は
、
共
同
決
定
へ
の
個
人
の
参
加
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
共
同
決
定
へ
の
参
加
、
す
な
わ
ち
、

自
己
統
治
は
、
表
現
の
自
由
な
く
し
て
は
実
効
性
を
も
ち
え
な
い
」
と
い
う
点
に
お
け
る
「
個
人
の
自
己
実
現
と
自
己
統
治
」
に
と
っ

て
不
可
欠
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が（

（12
（

、
む
し
ろ
主
権
者
で
あ
る
国
民
が
検
察
官
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
刑
事
事
件
に
か
か

わ
る
情
報
を
受
け
取
っ
た
り
、
報
道
機
関
が
検
察
官
に
対
し
て
国
民
の
知
る
権
利
を
国
民
に
代
わ
っ
て
主
張
し
、
そ
こ
で
得
た
情
報
を

一
般
市
民
に
伝
え
た
り
し
て
い
る
と
い
う
実
情
を
考
え
る
な
ら
ば
、
検
察
官
の
言
論
の
自
由
は
国
民
の
知
る
権
利
や
報
道
機
関
の
取
材

の
自
由
と
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（13
（

。
そ
の
点
、『
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
』
で
は
、
検
察
官
と
メ

デ
ィ
ア
と
の
関
係
を
規
律
す
る
倫
理
規
程
を
策
定
す
る
必
要
性
が
主
張
さ
れ
た
際
に
、「
マ
ス
コ
ミ
と
の
関
係
の
倫
理
の
問
題
に
つ
い
て

は
…
や
は
り
取
材
の
自
由
と
か
国
民
の
知
る
権
利
と
関
係
す
る
、
か
な
り
困
難
な
問
題（

（13
（

」
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
み
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
検
察
官
の
言
論
の
自
由
は
検
察
官
が
本
来
的
に
任
さ
れ
て
い
る
職
務
を
遂
行
し
て
い
く
う
え
で
も
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
来
的
に
、
検
察
官
は
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現
を
任
務
と
す
る
国
家
機
関
の
一
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
犯
罪

者
の
訴
追
と
有
罪
判
決
の
獲
得
と
い
う
「
公
益
」
を
代
表
す
る
法
律
家
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
検
察
官
が
刑
事
事
件
に
つ
い

て
一
般
社
会
に
広
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
市
民
は
刑
事
事
件
に
か
か
わ
る
情
報
を
的
確
に
受
け
取
り
、
ひ
い

て
は
当
該
事
件
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
検
察
官
は
「
公
訴
官
」
と
し
て
刑
事
事
件
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の
公
訴
を
提
起
し
て
被
告
人
の
有
罪
を
公
判
審
理
の
な
か
で
立
証
す
る
こ
と
（
刑
訴
法
二
四
七
条
・
二
四
八
条
ほ
か
参
照
）
を
職
責
と

し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
公
訴
の
提
起
や
事
件
の
立
証
に
必
要
な
証
拠
・
情
報
を
収
集
す
る
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
る
（
刑
訴
法
一
九

一
条
二
項
・
検
察
庁
法
六
条
参
照
）
が
、
検
察
官
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
刑
事
事
件
に
か
か
わ
る
情
報
の
提
供
を
一
般
市
民
に
要

請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
刑
事
事
件
に
お
け
る
実
体
的
真
実
の
解
明
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑵　

し
か
し
他
方
、
検
察
官
が
刑
事
事
件
に
か
か
わ
る
情
報
を
公
判
審
理
以
外
の
と
こ
ろ
で
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
判
審
理
の
公

正
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
無
罪
推
定
の
原
則
や
被
疑
者
・
被
告
人
等
の
防
禦
権
・
名
誉
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
基
本
的
人
権

を
侵
害
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
生
じ
う
る
。
一
般
的
に
、
言
論
の
自
由
に
対
し
て
は
、
①
事
前
抑
制
の
場
合
に
判
断
が
抽
象
的
で
憶
測

に
基
づ
く
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
多
少
と
も
問
題
を
感
ず
る
も
の
は
安
全
を
期
し
て
不
許
可
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
に
傾
き
が
ち

に
な
る
こ
と
、
②
事
前
抑
制
は
、
判
断
が
抽
象
的
・
憶
測
的
と
な
る
分
、
許
可
権
者
の
主
観
的
・
恣
意
的
判
断
の
余
地
が
広
く
な
り
、

公
権
力
に
と
っ
て
不
都
合
な
表
現
が
妨
害
さ
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
、
③
事
前
抑
制
の
場
合
は
、
不
許
可
処
分
が
裁
判
で
取
り
消
さ
れ
る

ま
で
の
あ
い
だ
は
表
現
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
時
宜
性
を
要
す
る
表
現
に
と
っ
て
致
命
的
な
も
の
に
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、
事

前
抑
制
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（13
（

。
だ
が
、
検
察
官
の
言
論
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
た
び
発
せ
ら
れ
た
言
論
に
よ
っ
て

公
判
審
理
の
公
正
が
害
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
弊
害
を
取
り
除
く
こ
と
は
た
や
す
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
言
論
の
自
由
は
内
心
の
思
想
等
を
外
部
に
表
現
し
伝
達
す
る
と
い
う
点
で
思
想
・
良
心
の
自
由
（
憲
法
一
九
条
）
と

結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
一
方
で
、
思
想
・
良
心
の
内
容
を
外
部
に
向
か
っ
て
表
明
す
る
「
外
形
的
な
行
為
」
が
問
題
と
な
る
以
上
、
他

者
と
の
調
整
を
は
か
る
観
点
か
ら
、
公
共
の
福
祉
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る（

（13
（

。
法
廷
外
に
お
け
る
検
察
官
の
言
論
は
、
ま
ず

は
比
例
原
則
の
例
に
従
い
、
言
論
の
必
要
性
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
弊
害
の
程
度
と
を
比
較
衡
量
し
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
限
っ
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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た
だ
し
、
言
論
の
自
由
が
問
題
と
な
る
際
に
は
他
者
と
の
調
整
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
言
論
を
規
制
す
る
規
律
が
曖

昧
で
あ
れ
ば
、
言
論
に
際
し
て
当
該
言
論
が
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
検
察
官
に
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
本
来
で
あ
れ

ば
必
要
性
も
許
容
性
も
認
め
ら
れ
る
言
論
に
対
し
て
も
委
縮
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
う
る
。
一
般
的
に
、
言
論
の
自
由
の
規
制
立
法
に
つ

い
て
用
い
ら
れ
る
厳
格
審
査
基
準
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
精
神
的
自
由
の
規
制
立
法
の
内
容
は
漠
然
と
し
た
不
明
確
な
も
の
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
「
明
確
性
の
原
則
」
が
あ
り
、
法
令
の
文
言
が
漠
然
不
明
確
な
場
合
は
「
漠
然
性
の
ゆ
え
に
無
効
」
と
さ
れ
て
き
た（

（13
（

。

実
際
に
、
合
衆
国
に
お
け
る
検
察
官
の
法
廷
外
供
述
に
対
す
る
規
律
に
つ
い
て
も
、
伝
統
的
な
法
的
・
倫
理
的
規
律
に
曖
昧
さ
が
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
そ
の
こ
と
か
ら
検
察
官
の
言
論
に
対
す
る
萎
縮
効
果
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
検
察
官
の
言
論
に
対
す
る
規
律
は
検
察
官
の
具
体
的
な
職
務
に
即
し
て
明
確
な
基
準
を
設
け
た
も
の
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
え
よ
う
。

（
111
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
三
回
（
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
）
議
事
録
二
二
頁
［
篠
塚
力
発
言
］。

（
112
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
三
回
（
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
）
議
事
録
二
三
頁
［
後
藤
昭
発
言
］。

（
113
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
一
回
（
二
〇
二
〇
年
七
月
一
六
日
）
議
事
録
一
八
頁
［
後
藤
昭
発
言
］。

（
114
）
法
務
・
行
政
刷
新
会
議
・
前
掲
注（
１
）・
四
頁
参
照
。

（
115
）
法
務
・
行
政
刷
新
会
議
・
前
掲
注（
１
）・
四
頁
参
照
。

（
116
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
四
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
議
事
録
一
八
頁
以
下
［
太
田
誠
発
言
］。

（
117
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
四
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
議
事
録
二
五
頁
［
井
上
宏
発
言
］。

（
118
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
四
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
議
事
録
一
三
頁
［
小
林
り
ん
発
言
］。



検察官の「公益の代表者」としての地位と法廷外供述

五
五

（
119
）
司
法
研
修
所
検
察
教
官
室
（
編
）『
検
察
講
義
案
〔
平
成
三
〇
年
版
〕』
八
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
120
）
司
法
研
修
所
検
察
教
官
室
（
編
）・
前
掲
注（
119
）・
一
三
頁
参
照
。

（
121
）
国
家
公
務
員
に
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
佐
藤
英
善
「
公
務
員
の
守
秘
義
務
論
」
早
稲
田
法
学
六
三
巻
三
号

一
一
頁
（
一
九
八
八
年
）
ほ
か
参
照
。

（
122
）
最
高
裁
昭
和
二
八
年
七
月
一
八
日
判
決
・
刑
集
七
巻
七
号
一
五
四
七
頁
。

（
123
）
最
高
裁
平
成
一
六
年
五
月
二
五
日
決
定
・
民
集
五
八
巻
五
号
一
一
三
五
頁
。

（
124
）
司
法
研
修
所
検
察
教
官
室
（
編
）・
前
掲
注（
119
）・
八
頁
参
照
。

（
125
）
司
法
研
修
所
検
察
教
官
室
（
編
）・
前
掲
注（
119
）・
一
〇
頁
参
照
。

（
126
）
佐
藤
・
前
掲
注（
121
）・
一
三
頁
参
照
。

（
127
）
伊
丹
俊
彦
＝
合
田
悦
三
（
編
集
代
表
）『
逐
条
実
務
刑
事
訴
訟
法
』
九
六
頁
（
立
花
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。

（
128
）A

m
erica

n B
a

r A
sso

cia
t

io
n, ABA


 M

o
d

el R
u

les of P
ro

fessio
n

a
l C

o
n

d
u

ct, Rule 3.4
⒠

（1983

）.

（
129
）
さ
し
あ
た
り
、
高
橋
和
之
『
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法
〔
第
五
版
〕』
二
一
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
130
）
高
橋
・
前
掲
注（
129
）・
二
二
〇
頁
参
照
。

（
131
）
法
務
・
検
察
行
政
刷
新
会
議
第
四
回
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
〇
日
）
議
事
録
二
一
頁
［
山
本
隆
司
発
言
］。

（
132
）
高
橋
・
前
掲
注（
129
）・
二
三
三
頁
参
照
。
な
お
、
憲
法
二
一
条
二
項
は
明
確
に
「
検
閲
」
を
禁
止
し
て
い
る
。

（
133
）
澤
野
義
一
＝
小
林
直
三
（
編
）『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
憲
法
〔
第
二
版
〕』
一
〇
四
頁
（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
七
年
）［
橋
本
一
雄
執
筆
］
参
照
。

（
134
）
澤
野
＝
小
林
（
編
）・
前
掲
注（
133
）・
一
一
九
頁
参
照
。
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お
わ
り
に

１　

伝
統
的
に
、
わ
が
国
の
検
察
官
は
法
曹
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
合
衆
国
の
よ
う
に
〝
法
律
家
（law

yer

）〟
と
し

て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
む
し
ろ
国
家
刑
罰
権
の
行
使
を
通
じ
て
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現
を
果
た
す
と
い
う

行
政
作
用
を
担
う
行
政
官
と
し
て
の
側
面
が
前
面
に
出
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
刑
事
司
法
の
な
か
で
は
、
検
察
官

は
情
報
収
集
の
面
で
も
発
言
力
の
面
で
も
他
の
担
い
手
よ
り
も
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
検
察
官
は
訴
追
側
の

当
事
者
又
は
代
理
人
と
し
て
有
罪
判
決
を
獲
得
す
べ
く
党
派
的
に
権
限
を
行
使
す
る
だ
け
で
な
く
、「
公
益
の
代
表
者
」と
し
て
一
般
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
利
益
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
、
裁
判
手
続
の
公
正
を
確
保
す
る
こ
と
や

―
刑
事

訴
訟
の
相
手
方
当
事
者
で
あ
る

―
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・
利
益
を
尊
重
す
る
こ
と
も
検
察
官
が
代
表
す
べ
き
「
公
益
」
に
含
ま

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
検
察
官
は
刑
事
事
件
に
関
し
て
他
の
国
家
公
務
員
よ
り
も
強
い
権
限
と
影
響
力
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
地
位
に
つ
い
て
も
純
然
た
る
国
家
公
務
員
と
は
異
な
る
側
面
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
、
倫
理
規
程
に
つ
い
て
も
、
検
察
官
の
地
位
の
特
質
に
照
ら
し
た
特
別
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

２　

も
っ
と
も
、
検
察
官
は
言
論
の
自
由
を
保
障
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
の
維
持
・
実
現

を
達
成
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
だ
が
他
方
で
は
、
検
察
官
が
不
当
な
言
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
裁
判
手

続
の
公
正
や
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
・
利
益
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
検
察
官
の
言
論
の
自
由
は
謙
抑
的
に
行
使
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さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
も
と
も
と
、
検
察
官
の
権
限
行
使
の
当
否
は
そ
の
必
要
性
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ

る
権
利
・
利
益
侵
害
の
度
合
い
を
比
較
衡
量
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
検
察
官
が
法
廷
外
で
言
論
を
展
開
す
る
際
に
は
健
全
な

裁
量
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
る
が
、
当
人
が
こ
れ
か
ら
展
開
し
よ
う
と
す
る
言
論
の
当
否
を
そ
の
場
で
素
早
く
判
断
す

る
こ
と
は
た
や
す
い
も
の
で
は
な
く
、
仮
に
不
当
な
言
論
が
展
開
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
そ
の
悪
影
響
を
払
拭
す
る
こ
と
も
並
大
抵

の
も
の
で
は
な
い
。
検
察
官
が
必
要
な
時
機
に
適
切
な
言
論
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
限
り
明
確
な
基
準
を
策

定
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。




